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竣-I:2641:6ﾉl20II
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日立造船因島工場建造
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工事完了した三井船舶の買船
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浅香山丸（三|舶師lノ
蒋船箔タリスマン雛（ノルウェー船，スエーデ・ンコツヵム造船所雄迭）
三井造船玉野製作所改造25ｲドllll28IIガi~I:26(l:6112I:I完成

6.753.36T"18.900m主機MANDiesel2J&4,'100BHI>×2
10,342.20ktil2(辿浪III板迄)13.081m 船級L.R.100A1

151.968mノ'(1:111板迄）9．627m 本船はセルk室ﾉI:ﾙﾙ帥‘'ノニューヨーク定期航路錐'船と
143.253m"7](]1k7AE)18.991kn速力（雌大）して蕪々 し 〈 I I I 帆 す る 。
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日山丸（三ﾉl贄船舶ノ

リツヒ．ン船．カンテイニリーリユーニテイエル，エI､"リアナイヨ雌造）

昭.F1126年3)j25II引波

124.76m.速力（航海)13.5kn

16.92m主機Sulzer単肋2サイクル8筒定:硲馬』
8.84.nl 船級 L. R. 10 0A I

朝

蒋舶橘ドナ．ブーチ雛（ブイ

三ﾉ|:造船IJf製作所改進

5,315.53Tilt線間暹

3,500.17T鋤陥

8,700kt刎深

總噸歎

純噸数

求斌噸数

定:幡馬J5,600BHP
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完成昭和26年5月15日砺級BV・NK..scajapNoXO詔垂線間長490.15呪型幅66.93"

型深39.37沢總噸数9,765.741r純､噸数7,425.71T重戴噸數ユ52705.3T
速力〔航海〕12.5kn(最大)14.829kn吃水(満載)29.6Sug,戴荷容稜111;124.5バレル乘員56名
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山照丸(山下汽船）

日立造船因島工場建造

進水昭和26年6月20日

総噸数7,100T･

栽貨重量10,100KT

食物瞼春秋(ベール)15,392nf

全長魁3.28m｡

垂線問長134.00m

幅 18.00m

深 10.50m

計画満載吃水8.30m

｡

●

一

主機械B&W(674VTE-160型）
‐、単動2サイクル無気Iﾘ軸式

ヂーゼル機関1基

最大出力6,080B.H･P 〆

速力（定格)17kn

船級 A ・ B N ・ K

l__守．"雪ニヰーーー可一

第6次船あとらす（大阪商船）

中日本重工業刺1戸造船所建造

昭和26年6月進水‘

134,00m

･18,80m

11,80m

8,100T

10,400T

(最大).15,75kn （航海）必,80kn

(ヂーゼル)7,000H・P

一

垂線間長

型幅

型深

総噸数

重量噸数

速力

機関

’塩化〆チール式

アソモニア式
フレオソ式
炭酸ガズ式
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屯 船舶用冷 凍機

急遼冷)宗設備。糧食庫用

船室)令庵扉｡冷藏貨物艫用
同ホサフ、一自株式念

大阪市北座椛田新道（｢I新生命館内）
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木 船の電氣防虫及び殺虫法
I

日本木船舶電氣防殺虫研究所資料一

木造船及び水中の木製品は，海水中に無数に篦息繁殖のを木材表面に出して’小孔の入口を塞いでしまうの‐

する「ふなくい虫｣｢きくい虫」等の如き木材を主食料とで，従来行われて来た,銅’鉛,水銀’砒素等の有毒性．

して生長する害虫のため，非常にその寿命を短くされて分を含んだぺｲ:ント塗装では，殺虫劾果は余り期待出来
か

いる。殊に「ふなくい虫」はその中，海水中の微生物をないし,､防虫に対しても，海水の流動抵抗’外部よりの
句

捌頭する量は20%で，残りの80%は木材であることが，磯械的渦流推進器の回転による衝撃抵抗等の為めベイ

その排泄物を分析した結果明らかにされているので,こﾝﾄの脱落を生じ,長期間の防虫劾果は極めて薄弱なも

の虫の被害が木船にとり如何に大であるかぽうかがわれのと云える。．b

る｡,ふなくい虫に侵蝕された木片を見ると，表面に針孔本誌はこ魁に日本木船舶電気防殺虫研究所長仲本秀一～
程度の小さい孔しか見られないが，内部は径ﾕOnmmにも氏の苦心の成果である電気防虫及び殺虫法を紹介する。

及ぶ孔が穿たれている。虫は成長につれて，殻を作りな
進水数ケ月後既に害虫に、

がら穿孔を銃けるので長いものでは実に数尺にも達する侵された船の殺虫？－

こと がある。船体を陸上に引上げ周囲にある間隔をもって電線を数、

木船を海水から上げると,この虫はいち早く爪状のも段特殊な釘を用いて配線し，その一端より電流電圧を調

少下

0

、

小名演にて行われた殺虫愛験'の状況
一一へ一）一一、
ーシ､.一
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整しつつ，一定時間電流を通じて逢次各線に切替える工

程を繰り戻すと，紹体には上架後と雄も，海永分が多量

に含まれてし､るので導電性は非常に良好で，電流は意の

如く流れ，海水の電解現象が起ると同時に2電解熱，電・

繋等のため，その電気化学的の両作用によって害虫バ

ク涙リヤ及びその他の生物類は数十分で，完全に殺虫殺．

菌の目的ｶﾐ達せられる｡．．‘
タ

ゼ新造船に對する防虫方法．
．､射

新造木船のペイント塗装前に,前記とl司様電線を配線
ろ

しつつ，圧縮究気により,電解質溶液である特殊有毒薬
口凸

・ク

ー液を一面に撒布しつつ送電することによって，船体表面

及び内部Iま電解熱により高速度に乾焼する｡この乾暁し
た所へ薬液を撤布する.と乾燥，溺閏，温冷の工程が反覆

行われることによって，有毒薬液は木材の内部に彦透分

離される。箇前述の物理作用の他に電解工程中に起る複
守qdl

雑な化学変化により，有毒物質の彦透作用は促進され

る。本工窪を柊了した総体は,､進水後海水による流動低

抗，渦流抵抗，磯械的摩擦に対しても強力な抵抗を有
.’

し，外力によって木材の繊維組織中に鯵透せる有毒性化

合物は溶出剥離しにくい為，害虫バクテリヤ等は当然侵
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錐2画6ヶ月間海水.中に桂波した木材のテストピー
スは寓眞の左端のテズトピースは防虫法不礎理のもの・

左から2番月・3番目のものはエ時間庭理のもの，．左か･ら罰
3恭目より着おものほ4時間以上礎理のもの。．陸
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同.じく30分後の顯微鏡鐵演電氣分解を受けて後10分後

ふなくい虫が死滅し細りu

が分裂した状腿の顯撤鏡嶌眞 ～

一

蝕，寄生する事’が出来ず，相当長期に亘り，防虫の目的

を達することが出来る。

前記工程中に於ては，次の如き複雑な化学変化が連続

反覆行われることが考えられる。。

D2CuSO4+NagCO3+2HgO=CuCO3Cu(OH)2+
HgSO4+NagSO4

E恥｡co=<";魂猫溌:f騨概,↑

Aノ2Hg0+CuSO4=Cu(OH)3+Hg+HgSO4

(1)NaCiZ(聯壽飼龍潔Hす且→H節↑

１
１

Ａ
Ｂ
Ｃ

'二睾睾蕊雛期Bﾉ．

｢Na→(-)Na→NaOH+H→H31
(OH→(+)OH→H2O+O→021(2)NaOH=

2NaCl+2CuSO4+2NaOH=Cu(OH)2+2Na2SO4
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米国の最優秀船ボイラーﾒー ｶー皇であるC｡E."-ﾅﾙポｲﾗー惑制循曇確等である。
"QmbiistionEngmeermgSuperheaterInc.)と東日
本重エ業との技術提携は去る6月4日正式の契約締結を見、 .C-E舶用二胴ボイラ型式V2M-
ることが出来た本誌のはこ畠にC､E・の舶用ボイラー．

~

の一舎部を紹介して，斯界技術の將来を疵うことにする。‐ このボイラーの特に優秀な点は，単位容稜当りの蒸発
，量の大なる事と，熱劾率の良い点である。蒸発量2～ユ

C－Eボイラーの特徴10T/hr,は蒸気圧は80kg/cmg,蒸気温度は510°C迄用い
､

ら汎る｡

道一ドラ;ﾑ及び蒸気管に特殊溶接方法が行われ，又耐熱材単一にても叉組合せても装置出来．水冷壁過熱器節
料及び火憾溝造の研究によって，現在発電所ブランド用淡機，究気予熱器を取りつけ得る
とし‘て容量毎時500T2,000P.S.1.1,500｡F(140･ドラムは全溶接であり汽胴中に給水管乾燥管，蒸気（
kg/cm3560｡C)の如き高温高圧大容量汽誰が製作され実ツフノI易,スワツーシユプレートを有ずる°
用に供されている。・ 必要な時は綏熱器を汽胴内に取付けることも出来る。
蘂多種多様の燃焼装置を製作しそ細こ対する豊富な経験蒸纈の最も活溌な管から発生する蒸気は，基準水面附近
を有し，如何なる燃料に対しても最も適した燃焼方法をでドラム内に放出されるから，水面の乱れを防ぎ，よく
採用出来る。中でもタンゼンシヤルバーナーは最も秀れ乾燥した蒸気が得られる。
たもので理想的な燃暁が得られると同時にテルチングシ〔管〕前部の管群は径50粍，後部管群は径30粍である。
ステムの採用によって蒸発量や過熱度をボイラーの劾奉後部が小径の管になってしくるのは，伝熱面穣を広くしてに影響なく，自由に調節出来る。

劾率を高める為である。．

以上の如くC-Eボイラーミの特徴は主とし丈陸上大型ポ〔縦休の支持〕鉄構上に合板を置く。水冷壁は雛本体と
イラーに於て顕著である力輔日用としても各種型式のボイ，別にボイ･ラーケージングlこ依り支持され，ケーシングは
ラーを製作している。．即ち二胴及三胴水管雛，セクシヨ鉄構に支持される。
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このストーカは微粉炭燃焼とストーカ燃焼の長所を総
合したものであ戸り，微粒子は飛翔中に燃焼し，､比較的粗
粒子は火格子上で燃焼する。他のストーカでは不適当な
粗悪炭粉淡もこれで完全に燃擁せしめうる。~

給炭装置全体を汽罐前面に配置し得る便がある。各給
炭装置にはシヤキーとクラッチを備えていて夫々を別々
に叉は同時に駆動出来る。

火格子は水平動捕型，起伏型或は固定型があり何れも
究気冷却を有劾に行い得る。個々の鋳物は必要に応じ交
換可能である｡駆動装置故障の時は手焚及び自然通風に
より低負荷運転を行うことが出来る。

火城に対しては特別な設計は不要である。水冷壁，煉

蝶雛撫軍にｽプﾚﾂダー･副ﾄーｶーを使廟

§
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第2図C-E舶用セクシヨナルポイラーに
C-Eスプレツダーストーカ,－を装備した図

鋪4図エレスコボ

ール接手及リター

ンベンドを有する

Iエレスコ過熱器

、

〃

第5図エレスコボ

誇諺及び支持
ナットにより容易
に過熱器管をヘッ
ダーに取付け或い
は取外し得る。
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ペンタクロールフェノール（以下POEと略隠し茨す)及びペンタクロ.一ルフエノール・ナトリウム蜜（以下PCP-Nnと
略綴し茨す）は防腐、防鰍、殺鏡剤として他に比頑、なし､防湧幼刀をもち防寓湿謡二kって品物を汚唄することなく、必要
に脛じて虚理濟みの木材iこペイント塗袋が自由に行える時長をもって居りま禿.又一度虚理すれば、PCP及びPOP頚恥ぱ
熱に對しても又化函勺にも安定な初賀でありますから、永く防濟功力を保つことができますも
POP及びPOPN馳胤近年米國iご於てモンサントケミカル智祗もグウケミガル曾Wit等に於て企梁化され、木材の防腐、白．．

厳の蕊溌予防に盛に使用されて唇b主-j~bこの他にペイント、皮革､溌准、パルプ魁溌筋、デキストリン、カゼイン、ラテ
ックス等の防腐．防似剤とL-Cも使用され-亡屠りますb
木材建造物の参し發國に於て侭其の冨朽を防ぎ貴琶な木材費偏を有効腱使用する事う§最も望設れる所であるに霊み、今回

騨赴に於てこれを量産上市した次第でありますb､･･.".
騨吐の製品には三井POP-No.1N6.2･-Naの三顧があI)まず。

~

〔イ）木材防密用とれには全て三井POPNo.1又は三井POPNo.2を5%含有する石油溜分溶液寄陵用しますo三井POP
の溶剤として芳香族系又はオレフイン系の炎化水棄の含有職の多いものが適當であり議すが、此等のものば我國では得がた

一

へ

一

夕
一
口
■

いので､,出來るだ》ﾅ安i貿な極降燈油を使稠すれ俵よV,と思い茨す。又壷理する場合掴予め出來る丈けｵ麺を乾燥L'叢す。
米國に於て.演際に木材防腐及び白瀧葺防止の場合の効力試験の緒采、木材一石にfつき5%FOP石油溶液約27kg(PCP

として約1,4kg)を使用L-こ完全な効果を牧めて居ります。

_慶一理一重・

（')加麗注入法三井POP-No.1叉は三井POP-No.2の5%溶波の注入罰は木材'石當b"kg､膳纏高漏地では36k
g、橘梁用材には45-54kgで完全な防腐が出来震ず。
(2)熱冷液浸圃去予め鯉又は天日で乾爆Lた木材を三井POPJ。.1三井POP-No､2の5%熱溶液怪浸し液を木淋

に灌透させ、次に冷溶液摺に移すか、或はその垂上熱溶液の冷えるまで浸けて置きます。藥液の使用儲も加睡注入法の場合
と同標でありますb

（3）冷液浸潤法木荷を充分乾燥させておく必要ぷあ圃､､出來h,ぽ水分が20-30%となる迄乾興して下さい。浸演蒋間．・
は木材の画演､密涯､厚さ､､俊明目的によって異り堂すが諺邇帛ペニヤ板、合板等の場合は3分以内、地上で使用するもD
は厚さ1吋(2.54cm)1'こつき約5分、地下又錘他面と鍔濁するもの或は侍iこ蕊氣の参し嘘に使用するものは加分乃至政時
間浸潤しまurb5･%POP溶液使用職は木材1石當b大体4-8kgであり茨-；も
（4）塗布・法塗編は少く2-も二回以上擬返す必要があり蓑すb_薬液は木撞表面1Z需方米につき0.4-0.5kg御便用
下 さい。診

(5)噴霧法塗布法と同じ目的に用い､薬液の使用砥も同溺であり壷すbこの場合も矢頚b噴霧した鏡一度乾燥し
てから繰返L噴露する必要があbまず。

（口〕木材墨色D防止木材は製材後の輸送及び保存I鯛中に菰登の菌にJこり愛色して建怪け腐朽し延來講すが､これを
防止するには三井POP=Naの0･7-0.85%水溶液廷浸しL引上げるだけで充分であI)まれ三井POP-N紐の僕圃溌ほ木材
一石富b大体30-409(三井POPNあとして）程菱でありますb.

（ハ〕粘質物及び藻頑の防止三井POBMUの使用蹟は0,0001-0,0003%で充分であり蓑す。
（二）接着剤の防腐、防轍（この場合には三井POPNo.1も三征OPNO､2又は三井POP狐αを用います)｡
デキストリン、漁粉、パルプ、紙､･ゴム、カゼイン、ラテックス、ペイントの防腐防撒用に、三井POPNo.1三井POP

No.2又は三井POP-NILを混入しますと.少風で濟み經翻勺である上に撰習力を低下させたり、蕊質させたりする心配があ

り難6PN｡.1､三井PqPN･掴､三井PO…の使闇罰ま物健依って異り童すが､溌窃に臓0,1溺-0,5%､デー
リンは0,1-1,0%、カゼインには1%、乾燥躍涯は0,25%用し伽ぽ充分であり護すb．．

＝

’

木材は製材後大体24鰭間以上放逼すると、木材の避材部に或る薊の請が緊諭し始め輸逢中又侭保存j咀聞中に暗色の汚染を
崖じ、木材の§讃を低下させ達に“腐朽Lて参りま能この場合三井POP-N恥の水溶漉に木材を閥げて引上げるだけで充
分之割坊比することが出來茨説この場合三井POP-N恥の侠用珊土保序岨聞、職透1唖副、木材の菰演等によって異り議すが
崖じ、木材

大体木材石當b80-40kg(三IsPOP-NzE)程蔓であり霞す。
先ずタンク欠けドラム郷に割二POP-Naの0,7-0,85%(三井POP-NII'7-8,5kgに對し水1,000kg)のZI<溶液許作W)、

瀞灘難職漉雛:蝿鯛總鰄蔚鞭畷簾識淫稲幾鱸騨欝

ー

’斑をしておく必要があります｡・
向個登の場合について疑問の鮎がありました時は直接騨祗にお問合せ下さし､ 〔説明書進呈〕
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六月のニュース解読

吉田精顯
一へ一一一一一

造艦業界の賓金難霧と，それに伴う

経営の不合理とは，何時か造船企業
体の根底をあやうくすると警戒され
ていたが，その一つの例が川南ｴ業
の破産である。同祇がこの事態を招

一くに至った原因は，種々 な事情に基
くことは調うまでもないのですが，
特に注意しなければならぬ点は,潤
賓面に対する緊密な謹携が欠けてい
たこと,企業内部の鏡が合理化を
怠っていたこと，結局以上の二つが
そのﾖ因であります。

しかし，現在のごとく，造船が国
家的な要請にもとずいて，計画的に
行われている時I雪，計画の枠内にあ
る遥船所が，操業を停止するのみか
蓋響所自体の経営が根底から破壊さ
れるようなことは，造船計画を進め
る上に’はなはだ迷惑なことなの
で，川南工業一個の問題としてでは

なく，海運界の問題として政府がそ
の再建策に乗り出すのは，蓋し当然
でありましょう。

だが政府のあっせんにも係らず，

川南工業の再建は困難な事備にある
らしく，表面的には同祇に反省の色
がないのを非難されていますが，実

｜際は反省しようにも反省出来ない所
に来て総つたというのが本当でしよ

、う。

すると同祇が引受けた第5次船2

=3A型改造船3隻の完｡金どうする
かが当面の問題です。そこで迩輸省

では第五次新造鰐の注文主，岡田商
船と隆昌海運の両祗に対し，新に建
造許可を与え，岡田商飴は東日本重
エジ隆昌海運は藤永田造船で新造す

ることにし，4型改造3隻の方ば,船
主が川南の施設を借り，川南と離れ

、，

～

0

一六月のニュース解溌一
●

て従業員と別個の雇用契約を結んでこれは海上迩賃の高騰によるのであ

完工することにしたのであります。りますが，今一つの原因は，綿花と

無論’これ等の措置は非常措置にか羊毛のように定期船で運ばれるも

過ぎませんが，計画造船を逢行するのは〉運賃が半年位は一定のレート

限り，計画内の造諾所が，経営難ので定められる》ﾜに，鉄鋼原料，非鉄、
ため操業を停止する場合の便法的措金属，塩,食糧のようなものは，1

置として，以上のような形態が採用船毎に運賃契約が行われる不定期紹
されるという先例を示したものとし1こよらねばならぬこと，及び粘結炭

て注目されるのであります。鉄錘石，塩などは国際情勢の影響で
しかし，こんなことが造船界の所従来中共地区から輸入していだもの
に々起ったら大変です。幸い他の大を，米国，西欧などの遠隔の地域に

造船所は先の造船界再建要請の時，切換えられたためで，その上に，動
思い切った企業整理を行ったので，乱以降における東亜水域の海上運賃
以来内部事情は改善され,企業の健は危蔭性増大のため約三倍値上りを、
全化獅上咳的によくなっていますか・見ているためであります。
ら安心です｡でも,材料の高騰と労そこで,この運賃高をセーブずる
例賃金の上昇には，どこの造般所もたあ，日本船によ､る輪慧と東南アジ
頭をいためていることは確です。ァ地区の賛源開発が我国経済再建上

そこで造船所は設備の改善と，そ緊急の問題とならざるを得ないのは
の改善に依る作業の合理化を更に進当然であります。この観点から，6

、める必要あることは明であります。月,2日附で許可されたニューヨーク

そしてこれを蓮になし得るか否か航路の開設は国民の大きな関心事で．
が，造船企業の存続と発展を約束すあ.ります。

るでありましょう。ニューヨーク航路の開設は，昨年

従って造鰕業者は，この希望に燃え夏以来,~総司令部，迩輸省，我海迩・
ていますが，実行は簡単でなさそう業者がそれぞれの立場から謝設を検
です。結局黄金の捻出が困難な上に．、討していたもので，いよいよ始まれ
翰価変動が猫の目のように変るのでぱ，10年ぶりの再開です。
計画が樹たないのであります。今度許可されたのは，郵総，三井、

物価変動といえば，わが国の物価船舶，大阪商般,国際海運の4祇です
は国際価に鮫べて割高であることはが，新日本汽雛が大阪商船を通して
確です。寺‘ころがその原因が職入原山下汽船は郵船に用船の形式で，参
材料の海上迩賃高によるというのは加する外，川崎汽船も持船を同航路
甚だ遼耀といわねばなりません。へ投ずる計画をもっているし，日産
だがこれは事実です。例えば，蕊”汽船，飯野海運，束邦海迩，三菱海

粘繪炭は輸入価格32ベルのうち20.運の四祇は国際海運を通じて，各1'
5ドル，鉄鋼石は26ドルのうち19ド2船を就航させる計画であるという
ル，燐鉱石は25ドルのうちﾕ7ドル，．から，結局わが一流海運会祇は，こ
ﾏﾝガﾝ磯土52ドﾙのうち18ドﾙ， ぞってニューヨーク航路へ8千トン

塩は22ドルのうち19ドル，原油は4から1万トン級,速力15ノツI､以上
ドルのうち2.30ドル．と，いずれも職の優秀船を投入することになる訳で

入価絡の約6,7劉を海_蝿賃が占めあります。
ています。 議定されている寄港地は，繊浜，

では何故この糠に海上運賃の占め名古屋，大阪，榊戸，マニラ，セプ

る比率が高くなったかといい茨すと大平洋を検断して，ロサンゼルス，
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一 鋸の科学一

黄金を当てるのは，米海運界の狸い

反対もあります。また対日援助蚕金

の提供は近く打ち切られるというの

ですから，造鋤こ対する見返り黄金
は減少こそすれ，増えることはあり

ません。このような猜勢の中に国内
金融磯関の融賓能力も，どうやら底

を突いた形で弓；-から，目前に迫って、
いる造船黄金の訓達は一体どうなる

のでしょう。餘程のエ夫が政府にも

民間業者にもなければならぬところ

です。

然るに，現在公表されている自立

経済審議会の報告を見ますと，灸貿

易物賓の50％を日本船で運ぶことに

なっていま可が，それに要する船腹

は,貨物船f,760,000総トン,油楠
船270,000総1．ンを整備しなければ／

なりません。すると現在保有量は75

0,000トンですから，1,000,000卜．

ンを急拠新造しなければならぬので

す。

1,000,000トンを新造するには，

日本の造船能力をプールに働かせて

も証年半かかります。責材その他黄

金の面までも考えていたら，2年は
砿にかかり，事，作業面のトラブル

まで計算したら3年かかつてHI来れ

ば上々でしょう。．

しかし，それも餘程の施策と実行

の努力を払わねば，達せられません
〆

従って海運関係の官民はこの際,､織

想を新にして，新造百万トンの確保

に工夫をこらさねばならぬ時が来た

というのが，海迩識巷間の意見とし

て，拾頭しつつあるところです。

ると，一陽来頑とばかり，活気ずく

の詮り，ここでもうけねば企採算に
ばかり眼を注いで，餘事を顧みない

としたら，意外な困難が生じないと

はいえません。何故なれば，海運全

体としては，ニューヨーク航路だけ

が唯一無二の航路ではないからであ

ります。従ってまたこの航路の開設

だけで我海運の内外に存在する懸案

が鰯消する訳でもないからでありま

す。

諸種の協定や同盟参加の顛実はど

うあろうと，日本海運の海外航路開

設は，日本経済の自立を急ぐ米当局

の好意的な努力のお蔭で，講和条約

が結ばれて，各国との通商航海条約

が出来るまでは，結局日蔭の身にす．

ぎませんから，英国あたりの制限意

図や米国海運業者間の疑が全く氷解

して､でない現在，米当局折角の努力

を困難に導くような態度や行動は深
く恨まねばならぬでしょう。

顧れば，我海運の外航は，沖繩,．

南米，バンコック，インド，パキス

タンの各定期航路が許可になってい

ます。これに今度のニューヨーク航

路の許可だ。これで日本海蓮の定航

も形態を整えて来たと見るべきです

が，このように定期航路の拡大する

につれ-Cここでも気になるのは，

船腹殊に外航適格船の整備です。
竜

だが先にお話した通り‘，新造には

困難な陸路が種々検っているのです

から，困ったものです。造船々価は

漸次直騰の一途を辿っていて，今年

の第7次新造船価のごときは，1総

トン当り12,3万円と見競れているば

かりか，更に値上りを溌想しなけれ

ばならぬとし､うに至っては，これで

国際航蹄に配鰭して採算がとれるか

さえ急ぶ零れますし,新造賓金の面
では，船主がそのような総価変動に

対して応じ得るほど賓金調逹の自由

をもつかも疑問です。

そこへもって来て，造船に見返り

－－ 2 6 －

パナマ，ニューヨーク;，ボストン，

バルチモアで，往航は比島からの砂”

藷，マニラ肺，日本からの雑貨，復

航は小麦，石油，塩，材木了綿花，

くず鉄，くずゴム，鉄鉱石,、粘結炭
などが譲定されています。

航海は約ユ20日であるから，4グ

ループ1ケ月4統海を鮭続するには

常に20鬘程度の鋸腹が待棲しなけれ

ばならぬし，そのため北米行きの船

腹が多くなる関係上，現在運賃面で

恢題となっている鉄鉱石，粘緒浜の

遜賃も幾分低下するものと譲想され

ています。

でも一航海の運航收入Iお船会祗

Iこより多少の相違はあるにしても，

総收入30万ドル；．純盆は3万ドル
から5万ドル程度になると推算され

ています。しかし，ニューヨーク航

路の開設に除りいきり立つことは，

我海運者業の深くつつしまねばなら

ぬところでしょう。何故なれば，今

度の就航許可には，暗にテスト。ケ

ース的な意味が含まれていることば

児のがせないからでありまする

その実体をのぞいて見ますと，運

砿に当っては，公正な基礎の上に，

同航路の慣例に従うよう特に注意さ
れていて，そのため秩序立った行動

をなすことが要求されていますし，
舷路開始120日後に運賃や運航状
況が検討されることになっている点

は，注目されねばならぬでしょう。

では何故こんな警告と警戒を我海

~

ひ

､

〆

、

『
Ｊ

ｉ
ｌ

や

’
1

1

、

誕は豪らねばならないのでしょう篭

か。それはかつて我海迩が航路同盟
や迩貸l司盟に加入していなかった頃

疑念を懐かれるような不行跡があっ
たらであります。しかし現在は航路

同盟にも遜賃同盟にも加入していま

すので，同盟の規約に従って行動す

る筈ですから，最早や疑念を挿しは

さまれることはないと思われます。
ただ懸念されるのは，ニューヨー

ク航路のよ･うな花形航路が許可され

．一一－｜|
次號豫告

船の科学随華集〔銃）

船舶美〔東大大学院平山了也〕

外観の美繊装の美その他

鋪三図南丸の救難作業、3’
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船の科學随筆 集

－造船界先輩諸氏の論説と随筆一
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の改善を至急実現させなければなら
･、

ない。

次に設備魔問題である。､現在我国

クラスボテト造船能力は或は饗0万ト

ンと云い，或は30万トンと云うが，

設備は大部分戦前広錐で旧式なもの

が多い。戦時中から戦後にかけて欧

米の;錘拶は涛接を用いる事が多くな

り，米国では95％溶接をねらってい

る。船体各部を澱めプロ･ヅク式に溶

接で作っておき，船台の上では其の

接合せ作業だけを行うので，船台上

の作業期間が非常に短縮出来る。船

の重量も減り,･エ喪も減り，船厭抵

抗も減る。ブロツグは次第に大きく

なり，艘台附近の起重震も此α重い
プロ'ツグを吊るために次第に大きく

なり501､ンユ00トンのものが用いら

れる。溶接定盤や，ガス切断磯や，

自側溶接溌賊が感んに使用される。

我国の造艦設備も大きな改善を行わ
なければならないがこれには大きな

黄金を要し朧単には行われない事情
にある。此程設僻開妻銀行がMW<
この線に添った施箪が講ぜられつつ

ある事は誠に喜ぱ罰しい。

我国の離船の主磯関は何と云って

もディーゼル磯関である。戦標紹の

F型もディーゼル藤醐に据えかえら

れると開.いたが誠に至当事と思う

石油蚕瀕ば我国は乏しいけれども，

同I時に良閥の石淡にも乏しいのであ

る。石油なら海外に搭載を求める護

も容易であるのみならず，燃鵜消輿

蚤は蒸汽の場合に比し格段に少ない

し，磯開室面菰と重量の少ない点

我國船舶の現状と將來

生
つ
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み§つ

稻
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口
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、

大東亜戦争によって我国の船腹はにも造船には莫大な賓金が入るため

633万トンがら120万トンに激減し，単に金融磯関に依存するのみでは解
領土の喪笑と賛源の不足を棚うため決出来ないので見返り賓金の注入が
の物賓は殆んど外国船によ‘って蹴入国の政雛として取り上げられて来て

しなければならなかった。共後沈紹いるが，米国の援助も打切られるこ

の引揚や外国船灌入や新造船の建造とになった今後は更に劃期的な政漿

によって逐次船腹は増加して来てはを樹立しなければならない。

いるが，朝鮮事変のため輸入を大巾材料騰資の問題は造雛界隈とって
に自国の手で行う必要にせまられ，は由々 しい問題である｡製鉄補助金
食湿及重要原料等最低1,400万トンが打切られた上，製鉄業者としては

の職入のためには少なくとも200万比鮫的楽な経営が出来る程床'~価携

トンの船腹を必要とするので，沈船が制定せられたため船価‘大部夕を

引揚の復活や外国船燐入のほか，優支配する鋼材の極端な値上りを来
秀雛建造の計画が次々と建てられてし，造艦業者の多くは非常な難局に

いる。直面する に 至 っ た 。 一 昨 年来世界の
/

優秀船建造は上述の様に我国経済船腹私底と我国労銀c安いために得
自立に不可欠の問題である。即ち計た幟出船受註活況も，今日に於て．

画の順調な成否が我国の死活を制すは，我国の船価は世界最高の部に腐
ると云っても過言でないとさえ考えする様になってしまって，到底之で

られるのに，此問題解決の前には，は，外国船α注文獲得は望む可くも
、

幾多の難関が繊わっている。海運竝ないであろう。何とか対雛を瞬‘じて
に造溌に対する戦勝国から課せられ‐鋼材の価格引下げを行わなければ’
た制限，金融硬塞の問題，材料騰貴折角復活しかけた我国の造船界に一
“問題,設備老朽銃問題,等である。大支障を来す甑になりはしないか。
制限の問題は，我国の誠意と，戦更に材料Z面に於ては，品質に満腹

後の窮後とが次第に諸外国にも認識の信斌性が常におけると云う訳に行
せられつつあるが，此問題の解決はかないうらみがある。之は原料が一
講和会議によって何等力fの解決が下定し厳い事にも原因承あるように思
される事を期待している。 われるが，原料'､獲得については’

造船のための金融の問題は，何分何か大きな手を打って’品質と価痛
－2 7－
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一 緒の科学一

目されている。只何分にも直温ガス

が薄い翼にあたるので，極良質の耐

熱材料を要するし其信頗性を陸上で

充分確めるまでは，大洋を航行する

雛には暫らく待期の姿勢にある。然

し，之が信頼性確実となった暁は，

舶用磯関の繩児となろう。

〔東日本重工業取締役相談役〕

用やガス圧迭用に使用され出し，微

粉炭燃焼ガスターピンが嬢騨車とし

ても実用識験されている｡ディーゼ
ルの様に燃料を饗ばない事，蒸汽タ

ービンの様にボイラーを必要としな

い事，そして熱効率が，蒸汽タービ

ンよりよく，ディーゼルに接近して
いる点等で，舶用としても将来を嘱

でも非常に有利である‘。･米国では自

動操縦製置をつけた蒸汽タービン船

が全盛であるが我国では国情がち鱒

うから一寸此のまねをする事は不適

当と思う。

最近欧米ではガスタービンの研究

が盛んで米国に於ては，天然ガスや

－重湖を燃焼するガス釘ノービンが発電 ‐

、一一

填及壺繪の魅力

重立川春

一～－－～一一一一～一一一一

私は研究の結果，

-～

西瞬前5,000年前の一と日一そを感じる：この絵に私が魅力を感じ
れば暦の明確な限度を遥かに超越しるのは,なにがの因縁といった古い
たものではあるが，それは明に我々 思想の言葉で現わされる不気味ささ
の今日へと続がる長い歴史の或ろえあるのである。、

日，一人の竣及入が『乳と密の滴れどの漠鯛轆にか意味あり気に，
る』ナイ'ル河畔の烈々たる陽の下で夕船や人物，水鳥などが描かれ，ナイ

筵に絵を描いていた，とし､うことはル河の猜景が原始的な素朴さで表
いおじく呑くう・

厳然たる事実である。無果花か柘榴現されている御馴染の絵である。造

‘葉蕊だったかも知れない。その当船の歴瀞｡人類学或は民族学,考古
時，挨及人は土器を製作する轆渡を。学に少しでも興味あ．る人々は，必ず

発明していた。これらの壷は，来世一度は見ているものである。それら

信仰の菫なる墳墓ピラミッドで発見一の書物の一頁には必ず掲載され，世

せられている。 〆界最古の譜といわれている。もつと

しかし，それを製作したものは，も，この壷絵刀中の『幾らしきもの』

いかなる職業の竣及人であったかはが綴であるとか，ないとか学者によ

－，それは恐らく日本古代の土師って論議されてはいるが，今日では

〔はじし〕のごとく，祭祀を司るも船であるとするのが定説とはなって

蕊鰯燕態禦灘鵬馳瞳灘:鱸駕
ず,その製作された場所も判明せず，ばならないが，それに関して論じて

もつと迩憾なことは，それに描かれいる学者はない。私はその主題の意
"

ている絵嘆様がもつ主題の意義さえ義が知りたかった。多くの智を読ん

理解されていないことである。でも，何も得らｵiなかった。満足さ
それの壷の一つ－，れないいらだたしさは，この挨及の

それは粗末な黄編色の壷であ電が壷への執着を増していった。
つるしか紛言

ホールスの聡の麓を象徴した品懸把この壷絵に魅刀を感じ始めてから
今て

手に，敬産な挨及人の信仰の跡を残もうだいぶになる。私は長0,歳月の

【/ている。その壷はともかくとして間，この壷絵を凝覗し銃けて来た。

集味深いのは，この壷に描かれた紅疲れた。こα信仰の器具の榊秘を解

赤色の模様の中に描かれた船の絵でこうとする耐Iへの冒涜を猫む諏は，

ある。私はこの壷絵に不思議な魅力扉を容易に開かなかった。
、

－28－

歩

私は研究の結果，絵文字とその絵・

文字が絵画に発逹する過渡期つもり～

を，この壷絵に描かれている絵模様0
の中にあることを‘発見し是。その絵
文字糸壷総の主題を説明しているこダ

とを知った。・

ここに描かれている水鳥の姿が面

白いもので，この鳥の形態と世界各

地で発掘された遥物の中に現紗れだ
水鳥とを比鮫研究することによっ

て，水鳥と識とは或る密接な関係を

現わす一つの技巧であることがわか

．た。ことに驚かされるのは，それ

らの水鳥を描く筆法の類似である。
〃

鰐と水鳥が描かれている場合の雛は

祭の船であり，その船の側にいつも

現われているのは，この壌及の水鳥
である。‐t

考古学では，まだ謎とされている

銅塁にも，この水鳥と紹とが描かれ

ているここは，すでに学者が指定し

ていると蓮ろであるが，『水鳥と譜』

との関係から，銅鐸の正体もわかり

かけて来た。

．『水鳥と船』との関係は祭の船の。．、

解釈となり，祭の艦は世界各地に流

布する伝説や口碑に残る漂流蕊の解

釈へと発展し，古代船舶の原始形態

決定推測の上に重大な示唆となっ

た。挨及壷絵に現われている人物の

意義も，古代侯及の聖典『死者之訟.』
ノ

》
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を研究することによって判明した。

調べて見れば，いろいろ面白いこと

が判るものである。私は，いまだに

研究を続けて眠る。完成すれば『炭

及の壷絵の研究並に原始船舶形態決

定の要素』という形となり，『綴舶

史序論』としたいのが念願である。

こんなことを研究して，一体どこ

が面白いのか，といわれるかも知れ

ないが，私にはそれが面白くて堪ら
ないの､である。私の性閲が，そんな

争

ものに興味曇持つように生れて来た
のが因果とあきらめるより外には，

しかたがない。私の遁楽である，－
，J

一といえば，誰からも，なんともい

われなくてすむだろう。造船学徒の

中にも，こんな男が一人位はあって

も邪魔にはならないだろう。誰も興

味を持たないものに，私一人が興味

を持つのは，私のつむじ曲りのため

である。挨及壷の怨霊②誘惑かも知

れない。

､ヘーーヘニ~へ一塁ダシー戸一へ〆、〆、へ＝、安－、デーヘヘハー
一 一

造船屋泣かせの鋼材

、ご－ず、ざ邑準〆延へ昇－戸、へザへ一蛤〆当戸延〆、〆、ハジヘプヘプ､寺へ＝、ダヘニニー

造船屋というものは見ようによっ

ては実に弱い立場のものだ。四囲の

状況によって紗伽は抑えつけられて
うだつがあがらないし，材料屋には
いじめ抜かれるし，まるでサンドウ

ィッチの中身みたいに両方から押え

付けられて全く動きが取れない。講

和会議も剛近いようだし，海運界の
活躍に大きな期待がかけられて来

て，一応そと開 には造船屋も華やか

浦舞台Iこのぼり得られそうにも見え

のるが，造鮮屋には種々と大きな悩み

H、

＝

があり，それらを解決しないと桧舞

台には出られないのが現状である。

悩みの種子の一つに鋼材問題が あ

る。

造船用鋼材に

上げられて鵬級

溶接性の問題が取り

協会の鋼材規格が改
＆〉られたのは極く新ら､しいことであ

る。すなわちABSでは鋼材を厚さ

により3種類に分かちガ厚い方のも

”↓己は〔マンガン〕珪素の最低含有

量が定められた。これは相当高度の

ものであるため，その製造にあたっ

ては半欽靜鋼力鍍靜鋼を用いざるを
得なくなった。ロイドでは鍋に含む

マンガンと炭素の比を2.5以上と定

めて居るだけで，敢て縁付鋼と力錘

●
寺

幸

セーー

、

幅 田、 烈

L〆沁ハノ､ハダ､ノ､ダヘノ、〆一戸-〆曹－ぜ、

靜鋼とかの制限を付していない。こ

れらの出来たのは今次大戦の初期ア
メリカに狼いて惹起した急造の全溶

接船リバテイー型の折損原因調査の
結果，鋼材の切欠脆性の問題が八釜
しくなって来たその解決雛のためで
ある。そもそもリバテイー型の悲傷
主原因は設計上の欠陥〔構造上の不
遮続〕及び工作上の欠晴〔不完全な
る溶接等〕であって，材料の欠階は

寧ろ二次的ではないかと思うが，丁
度我が国の第4礎除覗件の結末とし

て二次的と思われる溶接が槍玉に挙

げられたのと同じように，折柄幸い

明るみに出て来た鐇材の切欠脆性問

題が正面の槍玉に拳雌れたのでは
ないかと思える。

一応それはそれぎして，新規格の
鋼材をつくることは日本ではそう簡

単に行かない：日本でつくざパﾅ等ﾏ．
の油梢船に討しては，此の際半鎭靜

鋼や鎭靜鋼を用いず，ただマンガン

と炭素の比を2．5以上とする識付鋼

でABSの方は負けて斑つたそうだ

が，さて現在の日本の錨材の切欠脆
性はどんな工合であろうか。これを

調査する目的で昨年来迩繍省船舶局

に造船用鋼材研究会が設けられ，束

－29－
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大，阪大j運職研究所，鉄道研究所

製鉄所，造船所等が協力.して，･各製

鉄所の新製品につきアメリカで行っ

､たテイーヤ，テス1､やシヤル芭一試

験並に新らしし着想の試験片で実験
ン’

を行い調査を進めて居るのである9
実験は途上でありまだ最終的の結論

を得て居らないが，提供試料の中で

優秀の患のはアメリカの半鎭靜鋼に
劣らない成績を挙げて居ることが判

っている。ただ問題は切欠脆性に関

する限りかかってこういう材料が常

に出るかどうかにあるよ.うである。

日本の銀鉢についての他の悩みは

硫黄の偏街の極めて多いことであ

る。これはユニオン。メノ《ﾄの如き
融け込みの大きい弧大な電流で溶接

を行うと，所謂サルフアークラツク

なる亀裂が偏析の処から溶蒜金属内
に向って起きて切欠をつくる恐ｵiが
あるから，是非取り除いて賃いたい
のである。リバテイー型紹は戦時急
造のものであるけれども，サルブア

ー・プリントを取って見ると少しも

偏析が認められて居らない。最近製

造さ寵て居る鋼材は5原素に関する

限りよいもの力遡て居るようである
が硫裁の偏析ば必寺しも全部が除か
れて居らない。これは大いに製鍾屋

さんの工夫の要る処と思う。

、なお現在鋼桝の溶接性を研究して

居る処に造船協会の溶接研究委員会

第6分科がある。ここでは学術振興
会第19委員会第3分科と漣締委員会
をつくって造鑛用鋼材の研究に当っ
て居り，後者では硫黄の偏析除去，

切欠脆性の良好な鋼材の製造法が研
究されることになって居る。これが

船舶局の銅樹研究余と欲の蓮絡のあ
ることは勿論のことで，これ等蔓員

会の活躍を期待して居る訳である。

造船屋が鑛材で泣かされる今一の
､

ことは価格の高いことである。日本

でも良質の銅が出来ない訳ではな

い。それはドイツで戦前問題とされ

口
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一 諾 の科学一

なければならない，これと平行して

起重接の能力の増大が必要になる。

これ等を逵成すzだけでも赤字経営

の現在のわが国の造船所には負荷が

多過ぎるのである。将来の見透しも

はっきりつかぬ現状では手をつけた

くても手が出にくいのが木香であろ

う。だがいつかはやらなければなら

ぬ或柄である。

わが国の造船施設は老朽している

一方作業能率は今や極限に近付いて

来ている。残された能率化の猶は，

施設と管理方式の合理ｲによる工数

てい減によるより他はなくなって来

ている。･然しわが国の造船所の経営

が正常になり養木の蓄獄が出来なけ

れば，近代化は望めない。近代化を

しなければ，経営は楽にならない。

これは悪循環である。

朝鮮事変後，鉄鋼会趾，海運会趾

共に收盆期を迎えているのに拘らず

造船会祗だけが出血を餘儀なくされ

ていろ。これでは賓本の蓄積も設備

の合理化も後廻しにならざるを得な

い，この際，何らかの新施簸が要望

されるわけである。

技術的見地から言えば，わが国の

遥殻所は造船技術,l1#に溶接技術の

向上を計ると共に，施没と管理方式

の合理化を計り，良い鮒を早く安く

篭ることが，われわれの任務である

が，他方鉄鋼メーカーも，‘遍撰メー

カーも，その他あらゆる関係メーカ

ーも早く世界一流の水準に到達して

造船業の綜合工業の水準を上げるこ

とに懸命の努力がなさるべきである

と思う次第である。

万9．千円，これでは国際標準価格の

賭は到底出来ないであろう。開ぐ処
によれば八幡，富士，鋼管3祗では

この3月期決算にあたり強想外の高

收盆を挙げたので,3it上揃って特配

を加え3割の配当をしたそうだ。資

本蓄積上から言っても高配当が望ま
しいので，何もそれを羨む訳ではな

が，この際大いに研究識に利盆金を

い投じ,鋼材価格引き下げの研究を
やって麓い度いものである。

た溶接性のよいSt52と同様な鎭靜

銅が，戦争末期には日本で出来たこ

とからでも判かる。問題は価格にあ

ると思う。先頃の話，マンガンを0．
＆‐色

C%以上入れて貰うためにはエキス

トラ噸当り2万円が要るとの事で,、

聯か驚いて居るのである。第7次造

雛鋼材価格審議会では，造船計画前

鰯分完工までは鋼材価格噸当り4万

9千円に安結したように聞いて居る

が』これに2万円を加えるど実に6
ザ

グ

造 船界の現状
参

中日本重工業耐|!戸造船所
村上群一‘郎ー

一 一

今次大戦を契穣として世界の造船

技術には涛接が大巾に採用されるに

至った。保守的方英詞でさえもこの

壷:1.に抗することが出来ず工場施設

並びに組織の改革を餘儀なくされて

まで涛接をとり入れつつある。わが

画は戦時中は溶接を除り採用するこ

とは却って工期を延長する結果にな

Z等の理由で商船では今日程溶接の

使用率は高くなかった。然し欧米で

1，溶接の大巾採用I壁より急速多量建

篭をやり遂げたのである。それは所
"Pre-fabricationsystemの拡大
によって解決したのである。

鰺戦後わが国の涛接界の進歩が欧

米のそれに比べて著しい差異が認め
られ，特に造船へ速かにとり入れて

世界の永準に到逹せねばならぬこと

が痛感され，自動涛接磯の職入，技

術者の欧米への派遣等が企てられた
先

のである。

所が，如何に優秀な穫械でもまわ
りの条件がそな漏らなければ爽価は
発揮出来ない。気候,"風土，工場施
殴，技揃等をよく勘案して，最もわ
れわれの載寛に即した方策を麹ぱい
と，猿の物真似になる魔がある。何
はともあれ，群接を採用することに

より船の繊覚予量ま増し船衝が改善

されるのであるから，如何にした

･ら，建造能率を上げ，工数を節減し

うるかを研究しつつ溶接の使用率を

次第に増して参ったのである。

近来造餓所の近代化が叫ばれてい

る。これば直接には施設の近代化を

意味しているが，広義には組織及び

管理方式の近代化を含めて老うべき

である。われわれは近代化により建

造エ程の短縮と，工費のてい域船

質の向上が達成されるものと考えて

いる。

造殻界で近代化の最も進んでいる

国はスウェーデンであろうと思われ

る。わが国の造船所の現状では到底

スウェーデンの様な真似は出来ない

としても，オ郡われに近代化の指針
を示して呉れるものであると云え

Q

る。

溶接の高度採用に伴って当然pre-

fabricationsystemの拡大は考え

．ヘーーーーー〆－～ヅーー、ロ

員 言委
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我々の周囲には実に色々な委員会

がある。業界の有力者ともなられた

‐一-－30‘－－-一

なら恐らく御自身の関係されている

委員会の名を一つも漏なくすらすら

1

■一宇’石･巳一万一一斗
ゆ 日

℃



◆

と云える方は先ずないだろうとさえ

思う。それ程に委員会と云うものは
沢山ある。私のようなチンピラ技術

渚であっても委員会開催通知の来な

し預間はない｡曰く学会の○○委員
会曰く業会の××委員会，曰く協議

会の××委員会と云った具合であ

る。幸にして私などは官制の委員会

には無賓格者であるのでやれやれと

思っている。と云うと如何にも委員

会無用論のような印象をうけられる

と思うけれど何も無用論を主張しよ

うと云う訳ではない。唯ここに官界

学界業界を通じて委員会と云うもの
が実に数多く存在していると云う事

実を述べたまでの車である。

戦前に於ても委員会と云うものは

髄分あったように思う。特に官界に

談ては鍵算と結びつく智俄もあった

のでその整理も時に問題となった事

があった。鞠麦は所謂民主的と云う

ことが自然委員会組織でと云うこと

に話がなり委員会は自然の勢で増え

て菜ている。民主的に広く意見を綜

合するために委員会も必要であろ

う。それに反対する理由は少しもな

い。誠に結構なことである。ただ仮

りに今私が十個の蚕員会の萎員で本

当に委員としての職責を果せと云わ

れると一寸頭を傾けざるを得ない。

それは私だけのことかも知れないが

之が私の実感なのである。試みに何

かの委員会をのぞいて見られると如

何に欠席者が多く代理者が多し:かに

気がつかれることと思う。所が一方

例えばAなる委員会が組織されると
●わ

き仮りにそのメンバーにならなかっ

たとして同業同僚のB氏C氏が委員

になったりすると案外にむくれる人

も多いものである。之は日本人の一

つ庇癖である。と云って仮りにメン

バーになったとして本気で魂を打ち

こんで委員会の事業に骨を折ろうと

する人は見渡したところ之亦至って

少いように思う｡.結局名番委員にな

〆

旬

りたい人ばかりが多いのである。柳

か話がそれてしまった。本筋に戻ろ

う。

委員会の運用と云うことは実に難

いものである。大方の委員会を見渡

して感ぜられることは傍観者的立場

をとる人が多いことである。傍観者

的と云う表現が当らないとすればそ

の場その場での思いつきで一応の発

言はするが先を見透してどうして実

を結ばせようかと親身になってやろ

うとする委員は少いものなのであ

る。中には御読拝聴専門の委員もい

る。だから委員会と云うものは委員

長なり幹事なりにばかりロードがか

かってしまう場合が多い。そこで委

員会がうまく運ぶか否かは委員長と

幹事の人選で大きく左右されること

となる委員長と幹事とは表裏一体の

ものでないと又うまく行かない。企

業体でも同じことだが委員長は大き

なポイントをしっかり握って細いこ

とは幹事に任せられる人がよい。幹

事は実行力に富んだずぱずぱ率を運
べる人が向く。よく絡日委員会をや

って議論をしだが後で振り返って考鰹
えたら一体今日は何をしたのだか判
らないような場合がある。これなど
委員長と幹事が一考しなくてはいけ
一一一弓＝一一弓＝ヘーヘーーー~ダーヘジーーヘご~ー。一一戸－戸一戸‐

、

〆

一 瞳筆.一

ない。蚕員会でも一つ大切なことが

ある。それは事務局である。議事録

も賓料も迂遠に委員の手許に配られ

ていやでも応でも委員が熱意にひき

こまれるようなたくましさガ欲し

い･･戦後F型貨物船が初めて建造さ

れた当時F型協議会なる委員会があ

ったがこの時の事務処理の手際よさ
は未だに頭に残る。あれでこそ委員

会は活溌に動きうる。・

委員会にも色々な燵格のものがあ

るが各種の業界に跨る種類の研究な

り討議を必要とする場合又同じ業界

ででも各方面のエキスパート．の意思

を綜合して企劃実施ぎしなければな

らないような場合は委員会が最も適

切な場合と云えよ〉。
物には総て潮時がある。油ののり

どころがある。従って永続的な委員

会であったら時に応じて委員に顔を

入れ変えて清新さをキープする事も

大切である｡又永続的な性質のもの

でなかったら早く結末をつける努力

を払うべきで委員が皆んなそうした

気持でやったならもう少し委員会な

るものも減らうしお互の時間の浪愛

も少くなくてすみそうに思える。そ
うあって欲しいものだと念願する。

（経〕

－ｰ一~

戦後ディーゼル船の事ども

三井船舶株式会誠
9

内由 勇
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維戦直後ﾌ1,型客瀦が建造された時
は大部分ディーゼルエンジンを使っ
た。これは殆んど全部が旧海軍潜水
艫或は海防艫用広膳殊物件であっ
た。三井舟蜘1十勝山丸型にも22号10
型ディーゼルエンジンを搭戯した
が，戦時中の磯械であるからまあ二
三年位しかもたないだろう.とﾎ嫡染
用ディーゼルエンジンに何時でも取

一-－－－31－－－

●

‐一二一年守争

替えられる様にと穣械室等を考慮し
て造られたが，幸か不幸か満三年餘

になるが磯械は案外好成績で運転を

銃 け て い る 。 ”

戦後の本格的ディーゼル船は第5

次船からだと思う。戦前のニューヨ

ーク航路高速貨物船が故障続出した

苦い経験からディーゼルエンジンの

採用に二の足を踏んだむきもあ･るが

～ ～

グ

ー

▲

8

’
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一 諾の科.学一、

一

戦後製造の我国ディーゼルエンジンはない。問題は主機関，､シリンダー
は既に,年間の保証期間を無事絡えライナー,燃料ポンプ等の耐久性の
た鐵出船の威演から見て大層立派で減少，掃除手入の多忙化，廃油sl-
ある。先殺ニューヨーク処女航海かudgeの処理である。吾妻山丸では
ら帰って来た第5亥鐇吾妻山丸，天・クリストバルC油CAP1．13.9,

域山丸も無事故であり，僅か1週間比重0.973,価格ノサレル当り$2.25）
足らずの碇泊で大した修理もなく再50％とディーゼル油<API.30,
び北米に向って出航した。昌洋丸,・比重0.86,価格バレル当り＄3.40〕
朝霧山丸も燃綱消徴等燕想以上少く50%を混僥しクリストバル/バルチ
非常に好ぃ威績を拳げている。然しモア/繊浜問総回転数6,835,'00回
一言苦言を云えば，確かに大遥幾所の長航海〔約2ケ月半）を無事故で

ガ直接造るデォーゼルエンジンその◇続けたのである。此の間の成績から

ものはノートラブルであるが,大造はピユリフアイざ－，クラリフアイ
船所の外註品が色々と故障を起す。ヤーの性能はクリス1､バルc油に関

之は註文主特に外国船主にとってはする限りは充分の様である。特にス

建鎚所の失敗と思う外はなく，此のラツヂの処理に人手を必要とするこ
点造船所では外註品に一段の注意をとはないとのことであるが，他の種

払って貰い度い。外国船主はこ〃な類及び8000軸馬力程度の大馬力エン

立派なディーゼルエンジンを造り，ジンに使用する場合にはスラツヂ排
精なジヤイロパイロットを造れる出装置も考慮する必要があると思

日本工業がどうして直ぐに焼き切れう｡叉今回は最低海水温度概氏6度で

るスイッチ，耐久時間がオランダ製相当温い航海であったからかも知れ
品の半分以下である電球しか作れなないが二重底はヒーチンダすること

なしにトランスファーポンプで容易

に吸引出来た。主磯械内部の各部に

は別に何等の故障はなかった。各部
一

の摩耗等に関しては唯だ－度の航海

灰あるから未だ結果は判らないが本
航海では低質燃料に依るシリンダー

ライ弐一，燃料ポンプの摩耗は認め

られなかった。然し之も油の性質に

よって相当差がある難と思う。

此の結果はデーターが少いから

論を与える蚕料には勿論ならない

が，ディーゼルエンジンに低質燃料

混焼の可能性を示すことにはなるし

経済的観点から低質燃料混焼を今後

のディーゼル貨物雛”課題として与

えるものと思う。

総りに戦後最初の本絡的デイ一Fゼ

ル貨物船の処女航海に低質油混焼を

承諾し研究に熱心なる協力を与えて

呉れだ吾妻山丸，天城山丸乗組員に
対し本船を計画した者として深く感

謝して居る次第である8

垂

１
１

’

Ｉ

い等ということはどうも理解が出来

ないと言っている。

ディーゼルエンジンか？高温高圧

ターピンィか？ガスターピンか？之は

船の用途，速力，穣関の馬力に従い

特長がある。貨物諾の穰関として，

3000軸馬力から7000軸馬力位迄の所

はディーゼルエンジンの経済性はま

だまだ他議関に比して秀れていると

思う。然しディーゼル油とボイラー
油の価格比が倍以上にもなるとデ野

一ゼルエンジンも低閲燃料混焼とい

うことを考えなければタービン船と

競争困轆となるだろう。

低質燃料混焼装置は未だ試騨卿だ

が，吾妻山丸，天城山丸に於ける結

果はま-d雲成功と見てよいと思う。本

装置の欠点はクラリフアイヤー，配
管の複雑，二重底のヒーチング等の

価絡高と，重澄による赦貨重量の減

少等考えられるが之は計画の当初か

ら譲想出来るので些程心配のもので

●

へ一一

〆 一

’
／ 船一と云うもの

ゆ

・東京大学教授

南波松太郎
一 一ヘーハー一一一一

再建途上②我が日本で最も必要魚
ものは何かと云えば『一船二船三も

船』の船である。この重要な船は一

体何を意味するのだろうか？。漢字

の舟は、の象形文字であって，水に

従って行くものとの意である。我が

日本で言葉としてのフネは実にいろ

いろに使われていて仲々興味があ

る。′さすがに海国であることが感ぜ

られる。船の古い大和言葉は振（プ

レ）でプレとうネとは語香相邇ず

る°〔振〕即ち船はいつでもピッチ

ング，ローリングやヒーピングをや

っていて常に振れている。又この振

は不雷（フル〕腰通じる，即ち船は

－－82－

水に浮いているもので決して同一の

場所に停止することはない不留であ

≦る。実にうまく揺の性質を云いあら

わしたもので，真をうがっているの

に感心させられる。･･････シナでの水

に従って行くとの解釈もまた面白い

…..。一説にゾナの》､ン〔般〕から
転化したとも云われる。今フネと云

う言葉の使い方を分類して見よう。

第一義人又は物を乗せて丞上を

移動する器物

これは最も常識的な一般に船と云

われるもので，商船，軍艦，曳船

漁船，釣舟，艀，田舟等がこれに属

し，8万5千噸の巨船から田ﾅ”小

勺

１
１
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イフ遷宮の際御榊体を奉安して

おく舟形の器物又は場所で，

御船〔ミフネ〕と云われてい

る。

ロ〕高貴の方の御遥艤を奉安す

る器物で所謂糟である。

この様に舟が宗教的に用いられ

るに到った渕源についての私見

は次のようである。即ち日本民
族の主流は遠く海の彼方から渡

来したと云われている。それ故

に往昔死人があれば故郷の国へ

帰えらしめると云う意味で，そ

の死震を小舟に入れて海に放し

た所の』亀P名残りであろうと思
われる。江戸時代に我が漂流没

が沢山あったが船中で延人が出

る．と伝馬に乗せて流している。

その伝馬を流しだがために，折

角島を見付けて悪それに漕ぎ
寄せる事が出来ずに，長い月日

を漂流しつづけた船の例が､あ1

る･この荘厳な宗教的意味の事

実が最近まであったのである。

に至る迄大小各種無数にある。

この意義を基として下の転化した

ものがある。

転義1．所謂船でなくても水に浮

くもの〔人又は物を乗せ得なく

てもよい〕

例えのば催の葉の浮いた笹舟，

木の韮の浮いた木の蕊舟，曲水

の宴の酒杯船，菱とりの躍舟，

或は蛸舟に帆立貝の貝舟等がこ

れに属する。筒ゴミが粟って水

に浮いているのを芥〔アクタ〕

舟と云われるのもこれである。

転義2．水中叉は室中に懸るもの
〔人又は物を乗せ得なくてもよ
い〕

､

今迄のは水と室気との二つのメ

ヂアムに亘っていたが，この方

は水叉は空気の一つのメヂアム

中にあるもので浮いてはいない

し叉沈んでいるのでもない』こ

れは水中と室中とにわかれる。

ア）水中では潜水艦，生(イケス）

舟等

イ〕室中では飛行船，気球緒，ア
ドバルーンに風鋸がこれに属す

､

る

第二義水その他の物を入れるもの

第一義のものは所謂排水で水が外

にあるが，鋪二義のものはその

通の充水で，内部に水等を入れ

るものである。例えば湯ぶれ，

紙すきぶれ，酒ぶれ，餅ぶれ，

米ぶれ等大体底がやや小さくな

っている四角な箱で，水や物を

入れ毒ものである。丁度英語の

'Vesselが船でもあり，叉水を

充たす壷でもあるのと同じ。

第三義陸上にても人や物を乘せ

るもの

これは昔あった御所車は里舟（サ
トブネ〕の異名があり，現在雲

の上を廷るス･キーは雪艇と云わ

れ，ソリは雲舟である。筒香域

をのせる合を舟と云うこともあ

る。､”

‘第四義宗教的繕禰的の意球をも

つもの／

佛教に到彼岸と云う事があり；き
｡｡

とりの向岸に渡るのに舟が必要であ

る。現実の船ではないが精祁的のも~
のである。即ち弥陀の御舟，弘誓の

舟，法の舟等がこれに属す為。丁度

英語のhumanship,freindshipや
、

WOrkmanShip等のShipが実在の

船でないのと同じ。

、薬玉義船の形をしているもの水
の有無に関せず

今

これは二つの意義があって，単に

船の形をしているだけのものと，宗
教的の意味を持つものとがある。

1〕単に難の形をしているもの

例えば子供が色紙で折る紙舟，

風流人が床の間にかける生花舟

玩具の船，お祭に出てくるダン

ジリ舟はかご船と云われている一
ー

夢の宝舟は紙1こ画いた餅ならぬ、
舟である。

2〕宗教的のもの

~

一

一一

構造設計についての感想

一一時にexpansionicintに就て－

三井造船
一
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近の英米の研究は靜力学の方面から

動力学的な方向に進んで来ていて例

えば銅材の問題でも弾性学から塑性

理論へと進み破壊の研究が長足の進
歩を錘げている。其後設計者とlダて

も切欠感度とか遜穆温度とか云うう
るさい問題を心得ていなければなら

なく・なった。しかし残念ながら現在

の処破壊の理論から直ちに癬造上の

弱点を数量的に出し得るに到づてい
ない。この点米国では最も破損例の

多いCargOではgunwaleccnnec｡

tion,hatchcornerjtankerでは

第二次大戦中の戦時標準船の破損

例が多かったので全溶接船に対して

の危倶の念が高まり,CrackArres-

tOrと称して外板及甲板の数箇所に
嫉接縦線を入れる事が盛んに行われ

ている。設計者としては破壊の原因

を調べ之が対策を考えるの力群当で

Crackが起ってから進展を防ぐな

どの考え方はとるべきではない。C･
raCkArrestorがたとえ伝えられる

如き効果を有する,として●もやはり

Crackが発生しない様に設計すべ

きが当然である。繊趣ご外れたが最

一33－
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起 っ て い な い 。 ～

甲板壁の場合には鋸側通路にrec‐

essを置くので之がexpansionj[int

となりflexibleになっている。

flexibleな為に振動に対する老慮を

要するが之はtranSVerSeの剛性を保

てばよい。之には減隔壁か梁柱を配

置すればよいがその時はその取付部

甲板に応力集中が起るので主要簿造

の方まで力の伝達を考えなければな

らない。この点longitudinalbulk-

headは応力を分布するが配置上仲

々うまい工合には行かない。叉Ru-

1eではbridgeendsの4frarnes

だけ下のtweendeclffralneを伸

す事を要求している。之は外板の応
力を-superstructureに伝えるに

はよいがこの場合expansionjoint

を設ける事とは矛盾-してくる。叉上

甲板のstringerangleを切ってし

まうので主要鱗造に涯力な断点を与

えるのでこの点superstructure

のeffec:ivenessと篦聯して考えた方

がよいと思う。このeffectiveness

も簡単には出て来ないのでのでL.R.

NKのﾕ5%LA.Bの10%Lとしてい

るが実際はLだけの函数でなく高さ

外板に対する般楼外板の厚さ及tr-

ansversestiffenersが適当であるか

どうかにかかっている。Ruleは長

さ以外の函数は一般に一定におさえ

てしまう考え方らしい。この点Ph-

ilipschayllerやPresidentWilson

の実船試駁や今迄行なわれた各種の

模型試験などは参考にはなるがまだ

はっきり決論は出ていない様であ
劃

る。いずれにせよeffectiveでない

船楼の場合はstringerangleを邇

した方がよくexpansionjointも考

えられると思う｡但cargoportなど

をあけて事実上のexpansionjoint

をなしている場合，又は甲板壁の様

にrecesSを有するものに必要はな

いと考える。

要はsuperstructureのeffecti-
〃

gxpangionicint厚は大したずれの

あとはなかったが後端のexpansion

はそのallowanc一杯にずれてい

た事が認められjointの目的は充分

達しられたのであるがbridge下

面での振巾も又相当大きかつた事が

わかった。内部の壁でも入口の為
Q

recesS:になっている処やgirder

やlongitudinalwallが鱗の壁と

合う部分などに特に振動が激しく横

板のすきが出来たり，羽目に割れが

取出たりしていた。又上部甲板壁で

-も大体同様で，外壁のdoorwayre･

cessでは扉枠止めのビス穴が開口′

より近くsharpnotchとなってい

た為かcra21rが出ている･のが認め

ら れた 。－

このrecessはflexibleで振動

を受けた場合の変位が大きくsharp
notChはcrack発生の原因となる。

叉剛な部材がflexibleな部材と結

合する部分は注意しないと振動を起

しcracYEを発生し易い。之等はい

ずれも静荷重に対しては問題とはな

らないが振動荷重に対して著しい弱

点を示す。

従って剛な部掴がflexibleなも

のに取合う処は出来るだけ剛な部樹

からの応力を分布する様にし又華
pansionjointになる様な部分には

notchを作ら瞳様にするか之に対す

る補彊を考えなければならない。

従来撚楼は15%Lの長さがあれば

右効と認め狸力に算入する。実際は

外板の延長との接続だけでなしに

transverseにも相当剛にしない

とその有効度は減少するであろう。

longbridgeの様に握力甲板と考え

た場合にexpansionjointを入れる

のは剛と考えたものをflexibleに

するので考え方が一貫Lていない。

expansionjointをなくすると応力

集中は避け得ないが吸力甲板が一段

上るのであるから止むを得ないし叉

この部分は従来の補彊手段で問題は

－34－

bott｢mlongitudinalとtransverse

bulkheadとのconnectiOn部につ

いて実尺模型を作り引張って見てい

る。之等の実験は結果としては鋼材

の張度に対しては形状の影響を見た

に止まり，小型切欠試験片め実験と

大差なかったのであるがhatchco-

rnerやbottomlongitudinalに関し

ては種々な設計のものを用い特に前
タ

者では破壊に要するenergyが設

計によって著しい差を生ずる事を示

じた。その後実船に於てhatchcor-

nerを色々変えて試験した結果と対

象して右盆な.dataを提供してい

ぞ。･之等の研究報告及溶接給の破損

蕪告を見ると，工作上鋼材材質上の

闘題を除いて設計上の問題としては

破損防止は鰡体不運鏡箇所即集中応

力の発生する劉溌に愼重な考慮を払
えばよい事になる。

船体にはどうしても不連続箇所を

窪ける事が出来ない。問題はこの集
中応力を如何にして安全な程度に迄

おさえるかと云う点にある。Tank-

crにつ賊ては前述の箇所の外各所

の詳細構造部に問題を起す部分があ
り特にcorrugatedbulkheadにつ

いては今後の研究と経験にまたねば

ならぬであろう。Cargoに就ては

Cunuwalec･nnectionは当分鋲と

する方がよいのでないだろうか。
bidgeendsの如き応力集中部には
唾冠pansionjciatを入れた方がよい

と云う意見がある。しかしexpan-

sionjointを入れるとbridgeは

flexibleとなりよほどbridge募之
に関聯して上部溝造の剛性を考えな

いと飛んでもない処に振動の出てく
る原因となる。当所建造の明光丸は
Iongbridgeでbridgeとupper

deCkbulwarkとのConnectionに
A・豆の要求でexpansiOnjointを
入れた処がbridge及上部総造全船
｝振動が激しくbridgeの前部には
。つhatchを有している為前端の
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のビルディングの鉄骨を担当引受吠‐

ているが,産業道路開発につれて祷

梁が必要となるし，電源開発では発

電所の水圧鉄管，聞門，鉄塔などの

工事を担当する。造潅では舶屈溌械

の外に陸用駿械として，近頃製甑罎

械〔ダイ:ジエスター〕を相当売り鰹
､したが》最近米国コンバシヨンエン

ー

ジニアリング証と技術提携した所調。

CEボイラは，高圧高温化の時代に

処して，大いにお役に立つものと期・

待している。高能率高性能の500馬

jj6MUPの少型ディーゼルも古河

工場て量産の日が近い。

自動車関係では米軍用の自動車エ

ンジン再生修理が，26万台完成漉一

賀の域に逹したし，〃ふそう〃久型

バス及びトラックはもともと省営（、

ス用に始めたものであるが，3ﾌ年前

わたくしが耐i'戸造船所で手掛けたも

のが今も筒活躍しているという堅牢

なものである。戦後生産量をあげて

今や全国津々浦交の輔迭会祗に利用

されている。昨年米国カイザーフレ

ーザー会泓と提携した乗用車ヘンリ

-J号は，会融から部品供給をうけ

て川崎製作所で組立作業を開始最近

市中を走るようになつ毎。
〔写真はヘンリーJ号〕．

ー’

Venessと関職してexpansion

iointを設けその際には振動に対し

て特に注意する瀬が大事であろうが

必ずしもexpansioujoinrを設け

ねばなら睡事はないと思う。

一 一一

わたくしの仕事

東日本重工業株式会祗耐長

李.， 家孝

よく，「あなだの御仕事は？」な

どと訊かれると，「いや，つまらぬ

仕事で･･･…」と，日本人特有のニヤ

ニャ笑いを浮べて濁してしまう人が

ある。かと思うと反対に，酒々と自

分の仕事を捲くし立てて倦むところ

を知らない。相手の朧易しているこ

となど眼中にない心臓派もある。非
稚交的という点では，どちらも同じ

であろう。凡そ’自分のことを，．まq
して自分の仕車のことなどを，相手

に程よく語るということは，なかな

か老巧を要することである。こうい

うことは結局ピヂネスライクに語る

のが話す方にも聞く方にもいいよう

であるが，〃柵の科学〃からのご注

文は随筆風にとのことだ。ところで

私の仕車そのものが軽し随華には不
向きな重工業なのである。

私は大正8年大学を卒えると直ぐ

三菱の刺1戸造船所に入った。昨年一

月三菱重工業が三つに分れてその一

て造船，機械，自動車を主軸として

東日本重工の方を受け持っている。

私の専門はタービンでそのため欧

i';Iに勉混したこともあるが，しかし

タービンでも，デイゼルでもレシプ

召Lでも，或は水車，自動車,溌関車
からブレーキ，ラロアーとかポンプ

などの補機類に至るまで，凡そ現場

の穰械ェ場組立工場の仕事は一通り

年期を入れたわけである。

東日本重エは，造船造穫の工場と
昔．

して，繊浜造船所，‐上尾造船所，古

河工場j自動車関係の工場として，

東京製作所，川崎製作所,。大井工場

を持っているのであるが，新造鋸で

は前期の完成高4万4千総屯で，今

は六次船三隻，同追加一隻，七弐謡

一隻,､獄出船もサンニコラス，タイ

ナピケーシヨンなどを工事中であ

る。先頃英国が造維制限論を唱え，

一応撤回したけれども，造船業に対

する諸外国α注目の点は依然警戒を

要するが，しかし造船業の発展は即

ち工業鯵維持育成であり，叉我国
経済復興の中椹であるから，われわ

れは新造船をどしどし造り，且つ目

下引合活溌な獄出船についても，わ

たくしどもが率先手がけたものだけ

に，力をいれてゆきたいと思ってい

る。

造譜では船の外に鉄構工事とし

て，近頃東京でもあちこちに建築中

竜
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一船の科学一
句

有していて，入級する船舶につき図面の承認,管材料検査

及びその他の諾検査試験を行うから，各船級協会は夫々

の特色を持っている。然し元来船舶は理論と実験と経醗

に基く技術的所産物であるから，各船級協会に依り根本

的の相蓮がある筈がなく，規則も検査試騒の方法も殆ど
同じである。従ってその結果として表現されている離級

符号は別表（1）の如く各協会により独自のものを用い

ているが，ぞの内容は殆ど同一の意味を表現しているも

のである。
守

〃

3．船級符號と登録符號

RegisterBookに記載されている符号は船級符号・

登録符号及び検査符号の組合わされたもので’特に船級

符号と登録符号が通常よく混同され署。例えばLR及びA

BのRegiSterBookより船級符号に関係ある部分を番

き鯛してみると次の如きものがある。

易

"

船 級協會と船級符號‐
、

／

1．船級協会の現状

世界には騒級協会は9つあるが，それらの国籍・協会

名。略称・創立年及び船級符号は別表〔ユ）の通りであ
る 。 e

LR船級協会は創立が最も古く，伝統と権威をもち，

世界で最も信用がある｡壁その他の各国の船級協会は，世

界の海運業の発展に伴い，また自国海運の独立という見

地から各海運国に創立された。1919年にLR詔級協会に

対抗して,BC｡AB｡RI及びNKの四船級協会は連盟

を結んで一大勢力をなしたが，今次の大戦を契驍として

解消し，また1949年にBCがLRに合併して名実共に一
国一船級協会となっている。．

’・

2．船級協会の船級稽號

船綴協会とは元来荷主及び保険業者のために存在す．

る。というのは次の如き理由による。

即ち，譜舶の建造には多額の黄金を要し，且つ船舶は.．

|。

、

協会名船名I 符 号

識ー

多額の荷物を諭迭する，而も船舶は大洋に乗出すから常 この表で爵100AIwithFreeboard及び謡AI,"

に危険に遭うことを覚悟しなければならない｡従って鋸AMS力撫級符号,DBS,"LMC及びFPA,"RMCr
主及び荷主ぱ船舶及び荷物に対して夫々 の立場から保険EACが登録符号でその他は検査符号である。 q

をかけて万Q一の場合に備えておかねばならない。一方保 登録符号の意味は後述するとし，検査符号の意味を概

険業者の立場からすれば，船舶が絶えず損傷し或は沈没略述べると12,49は1949.年12月に特別検査を夫々 裳施
する危険性のあるものならば，とても保険を引受けるこしたという日附を示し,Reclassedは再入級をssKObe

とができない｡逆に,船舶の航海は安全であって:保険は制1戸で特別槌査を実施したということである6
業者に損失を与えるような場合は殆ど稀であるという保
障が得られて始めて保険を引愛け得る。更に船舶の良否 4．船級符號の解読

についてもピンからキリまであり航海の安全性に大きな船聯会により幾分の相遮があるが,船級符号は大体
瓶遠がある以上筒更である。かかる意味からシ何か船舶次のことを意味qしている要素から組合わされて出来てい
を専門的に研究し而も紺えず捷査し，この船ならば航海る。即ち。

の安全が保障できると確約してくれる権威ある嬢関の存1．．製造検査〃ざ
在することが望まれる。かかる要求から発展して現存す2．船体関係
'るような船級協会ができ上った。3．織装関係

も

船級協会は夫々RegisterBookを発行して，その協4.、機関々係
会が与えた雛舶の蚕格及び現状を戯せて保険業者及び荷5．その他特殊符号、
主の便宜に供している。この蚕格を表わしている符号が以下順次各船級協会の船級符号を解税する。，
船級符号と呼ばれるものである。般級符号と附記事項を(4)AB船級協会

●

見れば雛舶の大凡の状況と信瓶性の見当がつく。(*AI⑧齢AMS)
船級協会はその協会独陶の規則と協会専屈の検査員を酷：通常StarMaT･kと呼ばれているもので，これは

〃

－36 －
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－一鋸級協会と船級符号一

製造検査を受けたものであるという意味である。即ち，航路を制限するNotationの符号がAB協会のグそれと
新たに船舶を建造しAB協会の船級を取得する場合に，異っていて次の如き符号を用いている。
AB協会の図面承認，材料検査，製造中検査，水圧試験、CoastingTradeでは.:K
及び諸種の試運転検査等を受けて，つまり製造開始よりLakeRiver･では:i
竣工までAB協会の検査官の監督と検査と指示に従って特殊船，特殊貨物の運搬諾のNotationはAB協会
建造されたも力であるという意味である。鍔を持っていのそれと同じで次の如くなる。
る船舶に関しては,《従ってAB協会の検査官が細部の溝，曳船ユAd$TugBoat''
造及び工作について詳細に検査を実施してい逼ことを意油稽船ユAdGCarringPetroleuminBulk"
味することになり，その船の信額度を高める有力な要素ユ:AB協会の⑧と同じ意味である。Gradeの差によ
である。りiの他に2の符号のあるのは上述と同じである。一．

MVandKV:穣関及び縦が規則に適合している場合LR,BV,GL,RI及びNVの謡"BCの米,NKの*,&
USSR"の☆は同一の内容のものである。に与えられるNotationである。更に,嬢関及び雛が

-Ai:艘体の織造がAB協会の規則に適合しており，且製造検査を受けたときはこれに蟹《がつく。
DCommitteeにより無制限の航行区域を承認された･(ハ)BC船級協会-~
離舶に与えられるものである。AB協会の船級を取得す(B､S・縦M.B.S.*)
るためには先ず船体の構造がAIに値するものであるこB.S.:AB協会のAI'⑧に対応している符号で，艦休
とが最必要事項であり，従ってAIは船級符号の根幹での祷造及び蟻装瀧規則に適合しているとの意味である。～
ある。瓠OtatioiもAB協会のそれと|司様で次の如きものがあ、

■

油槽船の如く特別の貨物を獅逢する船舶’撫間の如きる。●
特殊船，また就航区域を制限し提船舶には次の如くN叶己 B,S・(WithFreeboard):軽鰐造船

tationをつけてこれを示すことになっている，即ちB.S.(RiverService).手河鍔
AIdOilCarrier'':油槽艦BS.(BulkOilCarrier).:油榊船
AI6fFishingService'':漁譜M.B.S.:AB協会のAMSに対応する符号である。
AIsCRiVerSerVice''･;河船（二）日本海事協会

⑧：錨。錨餓。大索等の織装品が規則に適合している、(NS%MNYS")
藤舶に与えられる。従って蟻装品が規nllに不足するときNS:BC~協会のB.S.に対応する。航路を制限した船

舶，特殊用途に用いる船舶に附する謡Notaionも亦BC偲.諾級符号より⑬が脱落することは勿論である。

AMS:溌関が規則に適誇している船舶に与えられる。と同様である。NKではfなる独特のNotationがあり，
●

ここで機関とは主漉。職。補磯。軸系等Machineryの特に船体，繊装及び磯関で掛酌をしたものにこの符号を
範囲に包含されるもの凡ての総称である。磯関が製造検つける。戦時標準船のfはこの符号である。

MNS:BCのM.B.S.に対応する。
査を受けて合格しているときは勿論AMSの前に鶚がつ
く。，（ホ う L R 船級協会

(IF100AI)■

～(D)NV船級協会 100A':AB協会のAIとAMSとを一緒にした内容で，

．("IAI) 船体及び溌関の構造が規則に適合している船舶に与えら
1A:AB協会のAIと同一の意味を持っている。ABれる･LR協会にはLMCなる符号があってAB協会の

艘級協会では船体に関する船級符号はAIだけであるが'AMSに対応した船級符号のように思えるが，これは船
｡NV協会では1Aの外に2AというGradeの差をつけ級符号ではなくRegisterBookに載せる登録符号であ
た符暴がある。2Aの符号の意味は船体の穏力及び雛質る。Notationの附け方はABと同様で一例をあげると‘、
が1Aに比べて劣る船舶に与えられる。こういう風に船次の如きものがある。
舶の現状に応じて船級符号にGradeをつけるのは以煎100A(ForCoastijlgSeEVice)く〃～

は一般的であってLR協会が以前100A～95A～90Aetc I:AB船級協会の⑬に対応する。

の船級符号を持っていたと同じ考え方である。現在では t'､)GL船級協会

LR.BC.AB.NK等にはこういう船級符号は用いられて"002)
いないが,NV¥BV等には現在も筒以前の名残りとして ’002:船体,溌関及び織装を凡て総括して規則に適
残っている。～

－37－
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合している飴紹に与えられる錯級符号で,AB協会のA
1と⑧とAMSを一緒にした意味を持っている。4の数

字の意味は4年に1回定期検査を実施する船舶､であると
いう意味である｡‐

GL船級協会には磯関について謡MCなる符号がある

が，これはLRの謡LMCと同様に登舞符号である。

.(I)BV船級協葺

Cgl3/3L11)-

BV協会の船級符晨は上述Dものと幾分趣を異にして

：1,､る。即ち,Classificationsymbol,Special_Mark
及び画avigationLetterがあり，更に,Classifica

tionsyrnbolにはCharacterとDivisionが含まれ

ている。
一

-3/3:CharaCtarと称せられるもので"･溌体及び機関

が規則に適合するものに与えられるもので，この点LR

・協会の100Aに対応せるものであるDNV協会で1A~

2A毎符号があった如くBV船級には3/3の他に6/6及び

。/4秀符号がある。これは昔木造船舶の船級標示をじた当

時,木材の古く'なった状態に与えたの力観在まで残って

いて，船令や船舶の状態に応じて与えられる。従って現

在の銅綏でこれらの鰡級を持っている船は極めて少く，
B･"eauVeritasのRegisterBOokにある約5,000隻

α殻級船の内s/6の諾級のものが僅かw4隻であるといわれ
ている。．

IsDivisionと称せられるもので,B1I淀aUVeritaS

､独特のものである。Iは規則の要求と同等叉はそれ以上
と認められるScantlingを有する船舶に与えられる。

・それ以下の船舶，即ち溌体，嬢関が規則以下と･思われる

・船舶にはその状態に応じてII又はIIIの符号が与えら

れる。

=11:CIassificationsymbolで織装関係の船級符号で

ある。即ち最初の1は譜体の木材部分の状態が良好な船

顛に与えられ，後のエはMast,Rigging,Chain,Cable

等，艤装品の状態の良好な船舶に与えられる。こ，符号

は前述のCharaCterと同様に木造鯛の名残りを留めて

いる符号であって，木材部分及び綴装品の状態の良好で

ないものには22'>符号があることは容易に想像できる。

":SpecialMarkで他の船級協会のStarMarkと．

同じ意味である。BareaUVeritasのSpecialMark

にはこの外に特珠なものがある。第1に，国際的に認め

られている他の船級協会のStarMarkを有してい乙艘

弧が，その後BIreauVeritaSに入級した場合は，製造

′：中検査の合格を承継することを表示して鐙とUnder
I,ineを加えた符号を与える。第2に，上記以外で建造
後BureauVeritasに入波した艘舶にはOの符号紙与

一

－－一一

〃

えられる，最近我が国で行われている戦標船の入級船に
は○の符号がつけられている。

Specialidarkには客船に対して○，◎，◇の符号を
以て前記の･DiVisionのIを囲む符号が用いられるが詳
細は省略する。

他子船級協会のN℃tationと同様なSpecialMark
があるが例をあげれると次の如くである。
‘ｲ必andC.P.''錨，錨鎖が規則の拭料試駁に合格し

ていること。

&6OreCargol'鉱石又は重量賀物迩搬船
$@Iqe''.耐氷構造諾

L:NavigatiynLetterと呼ばれるもので，船舶の腕・

行区域又は諾舶の種類を示す符号で，他、船級協会では
Notationで示しているもに対応するBureauVeritas

に入級する凡ての船舶は下記のNavigationLetterの

何れか一つの符号を与えられる。．、

.44L''航行船｡

.&R''沿岸又は河口のみを航行する船

8$D''波喋用船舶
、

46F''漁総

$$R''近距離用小型織迭船、

64Y''帆船

CGR''小型ヨツ.卜

（註）戦痔標準譜で改造後BzIreauVeritaS.|に入級

したものの船級符号はd!O13/3L11''で，所謂Bureau

Veritasの最高船級である｡‐

くち)RI船級脇会畷1"A1D c

100A:LR協会謡100Aと同じである。

11:B4reauVeritasのユュと同じである。

(U)UsSR船級協会

(*P'/,C*PCM)

PC:BC協会のB.S.に対応する。蚤/ェ：ユはAB協

会の⑲に対応する。4の意味はGL協会の4と同意味で

ある。PCM:AB協会のAMSに対応する。

5登録蕃號
I狂協会の露LMC,GL協会の謡MC等の符号は．

RegisterBookに載せてあるがこれらは鉛級符号であ

るか或は単に証書を支給してRegisterBookに戯ぜる

登鍵符号であるかには議論の緑地があるが，規則の記載

方法から考えれば，艘級符号の範囲ではなくて登録符号

に含めるべきものと思われる。

日.本海事協会の規則によれば，船級の登録を受けた紹

舶で船級協会の認めた冷藏装置を有ずる頼りについては

その旨を離舶原簿にRMC鵜と登錐して冷織装置証書を

d－－38－
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一船級協会と船級符号一

分る･ようrご'登録符号とは，飴級を有する船舶で特に諾

級協会が規定している特別の規則に適合している特殊装

置を有するものについて，特にRegisterBooklこその

旨記載して荷主xは保険業者の便宜に供しているものと
解せられる。

各諾級協会の登錐符号をあげれば左表の如きものがあ

る。’

6．結び

以上詳説した砦船級協会房船級符号を表に取鰹めて比
較対称すると別表（2）で示す邇りである。(X.Y.Z.>

表 蓮

発行することになっている。而してこの冷藏装置証書は

船級証書とは全くZ1:1W'証書となっている。この例から

’

I

登 録’会名｜脇 符 号

幹
韓
壗
謡

ロ
ー
■
Ｂ
■
０
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
０
■
０
■
９
０
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ⅱ
５
０
１
鰯
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
岬
‘
‐
‐
‐
‐

皿
取
唾
躯
錘
醒

LMC(職厭,1

NE&B(薪臭凋‘史び新しい難〕

LloydsRMC(と冷藏装置〕
RMC(冷藏装鰯〕
EAC <'rE:･｡.L没術〕

RMCk 〔冷蛾装麗〕

』

艘級協会一鐙別表C1)

’ 級協会一名｜略称国籍’ 艘
守

創立年’ 船級符 号

イギリス

イギリス

アメリカ

フランス

ドイツ

イタリア

ノルウェー

日本

ソピエート

静ユCOAI

B.S.米M.B､S・来

*A1⑧藤AMS

鋸IS/3L11

幹1002
鍔ユ0OA11

謡］理
NSfMNSf

☆P'/4C*PCM

I
Ｉ

Lloyd'sRegisterofShipping

BrizishCorporationRegister

AmericanBureauofShipping

BureauVeritas

Gernlanischer･Lloyd

Registroltaliano

NorskeVeritas

厭木海事協会

RegisterofShippingofUSSR

1760醒
匪
躯
酎
唖

’

1890

１
１
１
１

qロ

1862

1828

1868 グ角．

虹
Ⅷ
皿

1861

1861

’
1899

b

(註)BCは1949年LRと合併し，現在は舶級符号だけ残っている。

、船級符号比較表別表（2）

＝

廷

I|登録符号

繍鴬籍|忍懸聯
僻 級 号符

’
|歯4聖|瀞’ 膜関|冷藏装置|その他Notation

職関部

－|綴39溌gSeWice,''"WithFr“
c$withFreebqard,''G@BulkOilCarri-
er｡.ete.

@fOilCarrier,''''FishingSeryice,''
’etc･

L
o

R一一一

etC ．、

4

I

100AI(2)に含む

無
B

1

(2)に含む

閉
※
憩
溌

Ｒ
Ｃ
Ｂ

Ｌ
Ｂ
Ａ

一
一

|璽鵠A
‐一｜

’
Ⅲ美|倒裟宴
I6/8、22

,:jil,:)に鋤(2)に倉む
100AI(2)に含む11

鼈(2)に含む ；｜
."SLMKS､(2)に含む

Pc(2)に含む|’

BV
’

‘｜

’

町

謡
溌
雷
米
☆

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｋ

Ｇ
Ｒ
Ｎ
Ｎ 房競雛裳獺:職:二侃二llll

、

I

USRSl

’
〔註)Notation及び登録符号については一部未調査の分がある。

-－ 39－
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●

第9回船舶工業調係歸朝講演書抄鋳

‐第5回より本誌上に掲載している帰朝讓演会もここに第9回を数える瞳至った。
第9回議漬会として播磨造艘の郷農孝之氏の欧洲観察報告の概要を掲載する。

〆

て運搬は日本の様にトロッコを人が
可

押して行く様な光景は見られない。

凡てエンジン附きの台車が使用され

ている。船台施設に対しては，船台

下の厚生施設等への利用，ブロック

建造の為クレ-Xの大能力化が研究

されていて大体20T～25Tのともづ

りが普邇でぢろ。船台以外の作業場

は気候の関係もあって殆んど密閉式
建物が使用さ爺ている。板曲には日
本の如きハンマーのみで行う様なこ

とはない。大体が水圧を利用した大

規模のものが採用されている。型材
のべベルは全部熱間ベベリングマシ

ンによる。現図場は比較的狭く，細

長い。これはフエアリングをやらな
い為と，ボデイープランを縦に2つ

に並べて書くためである。フエアリ
ー

ングは製図場で紙の上でｴ/国oスケー

ルでやる。どこの造船所でもweld-
．l

ingshopの大きいのが出来ていて

サブマージドウエルデイングマシン

の使用が普及している。

罷台3基を単位として,これにwe，
ldingshopが一つついて一単位と

〆

なっている。スエーデンで採用され

ている標準型は,船台中央は3万
D/W,左右は2万～2万4gf･D/W

が蓮造出来,20Tクレーンが8台あ
る。船台とshopとの間はコンクリ
F

－トで固めてあり，エ場内の施設と
い

しては歪暇ローラー，ガス切断磯，

スカラツプ用ポンチングマシン，シ

カル盤，ローラーシヤー，コルケー

1,マシン，及フアーネース設備,．自

動手動溌接機がある。棟は縦に4つ

に分れ，各棟により，平板，曲板，

直型鋼，曲型銅と大体の作業が区分

される。何れかの端の棟の二階が現

図場になっている。以上を総括して

－40－

次の様に考える。(a)ェ場内の道路

舗装を良くし運搬設怖を駿械化する

ことは必要である。(b)密閉式we‐

ldingshopはinitialcostの高い

割に効果は少い故日本ではそれ程の

必要を認め得ない。(c)溶接定盤を､
完全なものにすることは絶対に必要

である。(d)歪阪ローラーの弧力な

ものは是非採用すべき.である。(e)

銅板の切断並にedgepreparation

の為には大型のものよりむしろ精度

の高いautonlatic_gascuttingap

par･atusで充分である。(fう船台

のクレーンはともずりでも40～50T

のcapaCityを必要とする。(9)現

図場でのlinesの展開は未だ研究を

必要とする。

（3）造船所の諸装置

溶鰯険査にX線写真が利用されて
いることはもう珍いしものではない

が1‘隻の諾に50～100枚位の重要部

分の擶映が行われている。電波によ

るFlbwdetectorも実用されてい

るが，造艦所としては除り･使用して

いない。OpticalMarking-offPr-

ocessは欧洲造紹所で16台位使われ

ているらしい。ベルギーのユ小造船

所の例では，レンズのついた鉛筆で

'/5サイズで製図して，これを'/E8サ

イズでフイルムにとる。5KWのカ

ーボンアーク灯で映写するのである

が像の締の巾が7～8工mnになって

糖度は線めて悪い。これよりSche、

ichau-Monopolの方が価値があり

そうに思える。これは自働溶接磯と

自働ガス切断嬢の組合せの様なもの

で光電管が応用されているらしいが

原理は不明で，値段も分らなかった

がこれにフイルムをさし込んでおく

、’

（1）覗察の巡路
、

池羽田発

沁～7/sデンマーク′

(a)NAKSKOV造鰡所〔17日

間実習)(bノODENSE造船所

-(c)HELSINGER造殻所(d)

B&B造船所

8/3～'9'sドイツ

.(a.)HOWALDTS造譜所(b)、
BREMERVULCAN(c)その

他関連工場

z93-"ﾉaベルギー

(a)ｰONCOCKERILL造船所

(b)JOSBOELETFILS"
雛所

27J3～理/dフランス

(a)CHANTIERDELALO-

iRE("b)'CHANTmRDE

PENHOET(c)CHANTIER

DELASEINEmIALTIME

(d)B,V.協会その他関連工業

'3/仏～刈生イギリスー

造艦所見学不能

2'/4～'3/5スウェーデン

(a)LINDHOLMEN造船所

(b)UDDEVALLARUET(6)
(c)ERIKSBERGSMEK.

VERKSTAD(d)GOETAV-

ERKEN(e)その他。

（2）造船所の施設

欧洲の造総所は一般に工場面穣が
広く，道路も広々 としている。従つ

｜
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とトラックから2本の腕が出てい

て，図面の88倍に拡大して自然に

gascuttingする装置である。

（4）今日の造船技術

溶接ブロック製作の為の銅版接手

は殆どサブマージドウエルドが使用

され，能率的で歪が少い。船台上の

接手には同様にフユーズアークウエ
●

ルドが採用されている。加工物の切

断にautOnlaticgascuttingapa-

ratuSが使用されている｡ブﾛｯｸ

合せめ為に短いanglepieceと特殊
なボルトを組合せた，鋲構造のサー

ピスボルトに匹敵する様なものを数

多く使用して聯している｡溶接範
、

囲としては100％溶接に近いのはス

ウェーデンの造船所で各国に1ケ所

位で，他の大部分の造船所では外板
のシーム並に外板とフレームの取合
いを鋲嬢迩にしている。日本ではs‐

yternfrarneは鋳物を用いているが

Steln,とsternfranzeを銅板の

溶接で作る嫌になうて来た。

（5）従業員と厚盛綴
工場面積並に施設に比して工員数

の少いのが我国の造船所に較べて非

常に目立つ現象である。日本で10，0

00人以上の造船所に相当する工場で

も，4,500人位の工員しかいない。

我国遥船所の職員数は工員数の'/げ～

'/7であるが，欧洲では'/塁0へ'/30程度

である。組織も日本に比して非常に

簡単でDirectorの本.に造船迩幾の
Chiefengineerがあり事務のChief

があるChief抄本には設計，現場
に分れて各10人位の技師と将来技師
になるRgistant数名がいる。Fore

manは工員50人に1人位の割で，

あとは工員のみである。紅織の複雑
さによるlossは日本では見逃し得

ない事実であろう。、

エ員の作業振りは誠に良く，怠け

させない為の監督等は全然考慮して

いない程である。能率は日本の2倍

3倍位であろう｡則ちユ万トンD/W

貨物飴及び2万E/D/Wタンカー造

の建造で比陵して.見ると,、日本の50

～55％エ数で造っている。スエーデ

ンの例で3,000人の人間でユ年間に
12万トンD/Wを造って?､る。能率
の点では以上述べたエ員の作業状況

の良いことの外に，設備殊に迩撤設

備の優秀などと。常に2～3年分の‐

仕事を造船所がもっていて仕事量が
constantであること。関連工業が

発達していて，例えば鋼材の手持も

ごく抄くてすむ等のことが挙げられ
る。エ員の厚生施設も亦非常に良く
ステージつきの大食堂等を見ること

が出来る。平均收入は日本の2倍乃
至4倍を越える所もある。

、

一

～

●

－－－、
～ 今三

の

’
を見込んで獄|艦の受註が可能のよ
うに論じて居られるが，成程外匡の

船価も上って来て居るが日本の船価
は材料の値上りに押されて外国より

急ピッチで上りつつあることを御序

じないのであろうか。占領下の日,仁

と云うことからくる万般の不利と，

‘日本産業の内部矛盾を克服して外国
船受註に努力して居る吾々に対し淀

御浪人であっても御識力を期待して

~己まない次第である。0

．筒｢ついむこじ｣氏が引捌して屑ら

､れる船価に関する数字は次の即く事
実と相違して居り，誤植であれば己

むを得ないが然らざれば正確な賓料

による御議,術を期待工たい°

1.HS造殻所のGT当り船価81,60

0円とあるは85,000円の誤り。魁.受

当である7次船のタンカーはGT当

り11万円とあるは94,500円の誤り。

3.Y造船所のパナマ向けタンカー

はGT当り8万餘円とあるは63,500

円の誤り。

を其餓当時引合中の外国向けに転用
Tた次第であった。､、

船価については6次追加として申
誌したときは9億2000万円であった
が之に8,440万円の利盆を見込んで
10億440万円とした訳である。侭本

少

船の船価にはスライド制はないが数
千万円と謹想されるボーナスが期待
されて居る。

吾々 は勿論賓材の若干の値上りは、

溌想して居ったが,其後生じた様な
異状に急激な値上りは譲測して居ら
ず，此の点吾々 の不明と称ずる外は
ない。従って見透しの秀明を責めら
れるなら甘んじて受ける外はないが
ダンピングなど云う意志は毛頭ない
あであって，本雛契約後数ケ月経て
材料値上りの結果が表面化してから
ダンピングの利己的の嫌悪すべき事

柄のと極めつけられるのは奎く心外
である。「ついむこじ｣氏は世界の船

価は刻々 上りつつあり，待てば海路
の日和で日本の錯価でも充分の利益

－41－
争

、

ついむこじ」氏は色々 と時事雑感を
述べて居られ,御説には吾々後学に

．は参考となることが沢山あったが，
遥憾ながらrパナマ向け油補船と硲
伽については，的を外れた御説も
あるので当方の意見も述べて各位の
御批判を仰ぐこととしたい。
率直に云って本船を契約船肺の10

億440万円で竣工せしめることは相
当の努力を伴うが，然し赤字必至と
も思って居らない。元来本船は1月
上旬に6次追加建造計画のとき当祗
が船主と組んで申請した船と全く同

確謹醗溌磯鷲
既に材料其他の準備も進んで居たこ

、0．とであり，今後の見透難もあって之

旬

』

、
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≦A)ディーゼル船とター厚ﾝ船の比較、
◆ 武 田康生

一

まだまだヂーゼル殻には及ばない。第ユ表は最近十年餘

に於けるヂーゼル船とタービン鰐の代表的な数例を挙げ

てその燃絹消費率を示したものである。この燃鵜消費率

にば祁磯その他に使用する燃料も含んで居る。

，弄一表条ゼﾙ難ﾋｱーピﾌ錘詞潅料苅貴平壷莚列

前 〃 言 ‐ ず

雛舶の主穣にヂーゼルを選ぶかタービンを窪ぶかとい
,う問題は麗分以前から論ぜられて居り二三の結論も出て
居た様である。しかしヂーゼルもタービンも年々 進歩し
て居るし叉経済条件も逐次変転して来て居る故以前の結
論が現在にそのまま適用出来るか否か疑かしい。
最近日本の海運界造船界で再びこの問題が持ち-Lって

来た。その問題の中心は大型外航貨物船としてヂーゼル
船に対抗出来るタービン謡が出来ないものだろうか？と
し壱点にあるらしい。

今迄日本の大型航洋貨物紹には学識的にヂーゼル授関
が用いられて来た。現在の新造船もその傾向に筋る様で
ある。所が今の日本では大型舶用ヂーゼル綴関はタービ
ン装置に比べて相当高価である。安価なタービン船で或
る程度ヂーゼル船と競争出来ないだろうかとはだれも考
える所であろう。

しかし外国特に米国ではタービン船の進歩改善箸しく
同国の大型寂物艘は大半タービン船で占めて居るという
漢例もある。

新しい賓料と現在の経済条件を基にしてヂーゼルかダ
ービjンかという問題を考えて見る必要がある様である。
筆者は昨年以来この問題について賓料を集めたり計算

したりして来た.が完全な結論に達して居ない。しかし一
応今迄の調五でわかった事のみを断片的乍らまとめる事
にした。新造股がどしどし進められて居る今日完全な報
告を遅れて公にするよりも不完全なものでも早く発表し

〃

備芳アーピッ姥爆粁苅貴牟'､才1,1

‘''1塁舜証盛〔”鰹失簸厘（“5)“)に孝方動.‐
箸･船･絢畠1便‘･§”･臆謝弄7典，脚し雁も"で恥
《ｮ)‘,家瓜ばそ'，当路“てば一寸良趣”,･･笑讃で.厘迩
らく粕と蝋1ミハで,ｪ扇a中..』,．

にした。執蓮聯かとしとし進の1つ卯LLﾉ画つ．‐r四うしエ'.､丁‘， 第’図は各種の主磯を用いた船の燃料消識率の主機出
告を遅れて公にするよりも不完全なものでも早く発表し

力に対する傾向を曲線に画いたもの五文献（2）に依る。
た方が良いと老えたからである。

同図中には第1素の賓料もプロットしてある。第'表及
び第’図を見れば最も良いタービン船でも普通のヂーゼ

（’）燃料淌費率ル船に比べて約30%も多くの燃料を消費する事が判る6
現在のヂーゼﾙ船の燃綱消饗索は十数年前と殆ど変らデーゼﾙ職関の燃料消鶴はその型式種類に依っても

ない。一方タービン船の燃料消競率は逐年改善されて来又磯関の大きさに依ってもそ･う変化はない。その値は大
た｡だが最新のタービン船でもその燃料消費率に於ては。体1709r~1859r/HPHR程度である。但し第1表の

－42－
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る事が多い』という意見を聞か

される。これは次の理由に依る

ものと考えられる。即ちヂーゼ

ル撲関はそれ自身独立して動く

・原動磯であるからその捜械の設

蚤計工作，調整さえうまく出来て

居れば実際面で良い性能を発揮

するのは楽であるがこれに反し

てタービン装置憾汽瀧，タービ

ン，復氷器，補践等の諾機械，

諸装置の組合せに依って作用す

評
沙
．
㈹４

Ｉ
１
１

"ナレシフ"仁鼎当x
×

アービン恥吟
300 ×｡ジ

ー

×

蕊
×

服200
＝－

ヂ己セ･ノレ.船
｡

100

｡

。

0

02000.400060008000100001200014000る原動装置であるからそれが良

土刀I･P い性能を発揮する.ためには夫々

第1図各種舶用磯関の燃料消費準一の撲滅装霞が夫々良い性能のも
Mormackpen号の値が示す様に電磁接手減速装置を設のである事，及びその組合せに於て調和がとれて居る事
けた方式では燃料消費率は幾分増す。 運転に当っては調整を適当にする事等が必要となり，計

タービン装置の燃料消費率は蒸汽条件溝造様式に依つ画通りに行かない機会が多いのである。更に又タービン

て相当に変化する。殊}鰯汽条件は燃料消費率を決定す船には蒸汽の漏洩熱伝導に依る損失の磯会も多い。ター
･る基本的な事項である。又同じ蒸汽条件で‘も抽気給水加ピン船では同じ汽態，タービンその他を使うとしても楓
錨再熱等の方式を採用する事に依って更に燃料消費奉関部の計画,織装工事,取扱運転如何に陳って燃綱潟費
･は改善される。第1表の例を見ればこの状況は判断出来率は良くもなり悪くもなるのである。
よう･・ヂーゼノ職とタービン船の比較に当っては普通性能数
最近日本で新造されたタービン船の標準的な蒸汽条件値表に表われて来ないこの様な事情も考慮に入れて置く

鯰圧力20A.T.G温度350｡C(共に罐出口〕であるがこ‐必要がある己
1

．れ等の船の実績燃料清貧率はうまく行って居るもので3 荷役時の燃料消費量は航海時のそれに比べると少も筆
90～4209r/HPHR悪ひもので450gr/HPHR叉はそれ・者の見秋りではそれは6000mile航路のヂーゼル鵬で約 ●

以上にも達して居る様である。1％程度である。それでも場合に依っては無覗出来ない
これに比べて米国のタービン船は30A.T・G400｡C,ヂーゼル発電甑化ウインチの時と蒸汽ウインチの場合と

三段抽気給水加熱式というのが標準的条件となって居ての揚荷重量当りの燃料消黄率については次の様な塞測数
その燃料淌費率は日本の標準的なタービン船よりはるか値がある。文献(1)に依る。
‘に良く260～3009r/HPHRという値を示して居る。日ヂーゼル発電電化ウインチ･..･･･0.176へ0.236kg/TQ
本のタービン船はこの点に於て大いに改善されなければ蒸汽ウインチ（燃料石炭）．…..4.80～5.42kg/T
ならない事が患ぜられる。同上燃料重油に換算）……2.98～3.42kg/T.

重油燃料の蒸汽ウインチは電化ウインチの十数倍もの～
今

第1表に示した燃料消菱率は註記の例を除いて試運転
時の計測値又は計画値であるが実際の通航実演に於ける、燃料を消蛍して居る。
燃料消畿率は通常これ等の値よりも幾分上廻る。という

（2）燃料桑侭格と燃料費、
･のは計測値又は計画値は理想に近い条件に対するもので．

あり又この様に公表された値は最も良いものが選ばれる 燃料消炎率だけでダーピンとヂーゼルの得失を比岐す’
からであろう。筆者の知る例では試蓮鱈計測値と実裁値る事は出来ない。それは良く知られて居る様にタービン
･の比はヂーゼル船で1.00～1．50タービン船では1.00～船に使うバンカー油とヂーゼル油の価旙が異うためであ

m.10程度であった。ヂーゼル艦に於けるこの比はそう大る。

･きくなる事はないがタービン船に於ては相当に大きくな第2図は世界に於ける代表的な港に於けるバンカー油

る事がある様である。筆者も取扱者側の人から『ヂーゼ・価格とヂーゼル油価絡の比の逐年の変動を示すグラフで

ﾙ船の実際の燃料淌灘率は大体計画値通りに出るがﾀf-.MoterShip誌より筆者が統計したものである。ニュー
ビン殻の場合実際の燃料消費率は計画値をはるかに上廻ヨーク港の値は北米大西洋岸各港の値を代表しサンフラ

●
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夕

ゼル雛より有利な場合を示す。

以上はヂーゼル緒にヂーゼル油を使いタービン船にバ

ンカー油を使うとした前提条件であるIがこの条件はヂー

ゼルの側＠最近の注目すべき進歩改善に依って幾分改め
なければならない様である。即ちヂーゼル嬢関に低質油

を使う研究が進んで欧洲方面では，既に百隻除りの船で
実用化される様になっただめである。

しかしヂーゼルに対して塗ての（,ンカー油が無条件に

使われるというわけではなく，硫黄分や次分の多いもの
〆

は避けなければならないし叉附加的な設備も必要であ

る。要求される条件》摘足される低質油が入手出来る方
面で使われるライナーには好適であろうが各地の油を使

わねばならないトランハーには無理だろうという意見も

外誌に報ぜられて居る。

ご"蟻色々 の制約はあるにしてもこの事はヂーゼル
船にとって大きな脅威である事に閥遠V､はなかろう。

高温高圧の優秀タービン船と低質油使用のヂーゼル船

との綜合的経済性の比較は誌養料の出揃うのを待たねば
＞

何とも云えない。

②

（3）機關部重量
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第2図各港に於ける油価比の変動

ンシスコ港の値は北米太平洋岸各港の値を代表する。ス

ターリング域の港の値はロンドン港その他の値で代表さ
〆一

れる。．

このグラフから次の事が判断される。

a)1949年以降油価比は世界的に低下して居る。即ち

バンカー批価は相対的に安く,なりタービン船のヂー

ゼ4船に対する競争力は増して来て居る。~
b)スタ,一ﾘﾝグ域とドル域では油価比に相当の開き

がある。ドル域殊にサンフランシスコで代表される

北米太平洋岸諾港ではバンカー油は著しく安い｡従

心ってこの方面にはタービン鰐が適すと云える。．
パ･ンカー油価とヂーゼル油価の比即ち油価比とタービ

ン船燃料消愛卒どの談とヂーゼル船燃料消費率との比較

は夫々 の燃料鐙の比較になる。前述の館一表中に油価比

0．7〔スターリ．ング域諸港〕，油価比0．6(北米大西洋諸

稚),油価比0.45〔北米太平洋諸港）の夫々 に対しこの様

機関部重量はその価格決定の基になり又赦寅重量噸を

左右する故，ヂーゼル船タービン船の比腫の場合重要な

要素となる。
●

第3図は錐者が集めた内外約80隻の貨物船，油遼船の

楼関部全体の定絡出力当り重逓の統計である。統計は図

示の如くタービシ船とヂーゼル船とに区分されて居り一

般にヂーゼル船の磯関部の方が重い事がわかる。
＃

タービン船の統計は大体まとまって居て或る法則に従

|‘
●
〆 一

I

■

にして各タービン船のバンカー油

燃料消費率をヂーゼル油相当の燃”0

轤獺警溌鰐鑿雄蕾‘，
燃料消費率と比睦すればどちらの部！”
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1料消費率に換算したものを記入し減

て置いた。この数値をヂー』ゼル紹閤

鯨重簿繍蕊鱗態贄
暑｡例えばｽｸーｿﾝグ端潅で』
洲を買うタービン船の場合250～童
2609r/HPHRを限界としてその号
燃料消費率がそれ以下ではヂーゼー

難藤雑黙諒鱒脚
時は鋪一表の例の猪どが（日本船

の例も含めて〕制限なしにダービ
、

ン船が良いという事になる。同表

中下線の数値はタービン船がヂー

、
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ーディーゼル船かタービン諾か－

＜

って居る様に見える。ヂーゼル船の方は高馬力では大体

一定の傾向が見られるが低馬力では散乱して居る。それ

は高馬力のヂーゼルは大低2サイクル機関でしかもその

回転数は大体定まって居るが低馬力では磯関の型式も回

転数も色々に変わるためであろう。この統計では中程度

出力のヂーゼル船の賓料が少ない故中程度出力に於ける

ヂーゼル船とタービン磯との比咳は出来ない。従ってヂ

b)定格出力3000HP以下になるとター､ピンの震関部

重量比は急に増して来るがヂL一ゼル懇の重量比はそ

んなに変らないから両者の差は少くなりヂーゼル溌

関の型式に依り又ずっと低馬力になると，ヂーゼル
船機関部の方が軽くなる。

以上P矛一ゼル紹磯関は全て直結磯関として扱ったが
減速装置附のヂーゼル嬢関になると重量は大巾に軽くな

１

１
１

司

る。第一表に示すC－3%WMormacpen

号の例では淡関部重量は同出力の直結溌

関に比べて約50％に過ぎない。
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（4）有効惠貨冒量の.』．一L一イlい

’一⑩ｰCl

鼓貨重量ば部‘にとって商品と､なるべき

ものであるが同じ出力同じ雛型であって

もヂーゼル雛とタービンとでは異る。又

その船が使用される航路に依っても異

牛ﾄz遠底-4形屯
、

齢'， ＝■11－

-8000その船が使用される航路に依っても異

う°それはヂーゼル船とタービン船とで

は前項で述べた様に磯関部重量に差があ

り，又燃料消費率にも差があるためであ

る。但しここて載貨重量というのは普通云われて居署載

貨亜最噸ではなく，その載貨重量噸ｳ､ら燃料，水そ'目･他

の重量を差引いた商業価値のある重量で以下有効載蛍重

量と呼ぶ。

第6図は,7,000Dwl2kt食物船,10,000Dw12.5ktfX

01060‐2000～40006000

虫 か H P
＆

弟4図舶用主磯ヂーゼル謹関の重量

（ピストン速度一定の場合）

－ゼノI船のヂーゼル主嬢のみの重量の傾向を，寵査しぞ

れに依って中程閲II力のヂーゼル雛の重量の見通しを行

う事にする。第4図はピストン速度一定，第5図は回囑

数及び晴数一定として数種の機関の型録重量を基にして

換弾して求めたヂーゼル溌関の馬力当り重量の特性傾向

、

Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ

ｌ

を示す曲線である。計弊に二三の仮定が入

って居るが実際とそう大差のないつもりで

ある。この詳細は省略する。
の

ヂーゼル鰐の援関部重量の約50％は主穫

であるからこの曲線の傾向に依ってヂーゼ

ル船磯関部重量の大体の見当をつける事が

出来る。鋪5図の曲線が示す如く，回転数

一定の場合でも低馬力に於ける重量比の増

加は極めてわずかであるが実際の場合は低

馬刀となるに従い回り匿数の高いもの力遜ば
れるであろうから低馬力となるに従い重量

比は少し下り気味となるであろう。椛嬢そ

の他の重量雌ま低出力になると幾分増すで
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比は少し下り気味となるであろう。椛嬢そ 土刀卜P

の他の重量雌ま低出力になると幾分増すで第5図舶用主磯ヂーゼル腰関の重量
ろうから全体重量比は出力如何に依って夕（回転数一定の場合〕
一ピン船程大きく変化しないと推測される。勿論磯関型物船,12,000Dwl5kt貨物船の夫｝々に就いてヂーゼル般
式は一定としての話である。 の場合ﾀｰ当ドン船の場合に対して右効赦貨重最の航路距◆

結局タービン船とヂーゼル船とではその磯関部全体重雛に対する変化を計弊し線図に示したものである。この
量比較について次の様に結論出来よう。、 計算の基礎データは省略するが今迄述べた養料と二三の

a)定格出力3000～4000HP以上ではヂーゼル船の方実例を基にして適当に見識った･
が明らかに重い。 第6図の線図に依って右効載貨寵愛に於けるヂーゼル
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が260gr/HPHRとなると航路

距離5,500Mile迄はタービン鋸

の方が有利で且航路がこれ以上

伸びてもヂーゼルとそんなに変

らない。

7,000Dw船では全ての場合ヂ

ーゼル船が良く，この場合航路

､が伸びろ.に従いタービン船の有

効赦貨重量の損失は蒋しく多く

なる。それはこの例ではヂーゼ

ル船磯関部重遼がタービン船の

それと略等くなる様児減った事
とタービン船の燃料消幾率を他

の二例よりも多く兄譲った事と
〆

に依る。この船の航海出力は，

2,700HPとしたがこの程度の出

力では前にも述べた様にタービ

ン船は機関部亜量に於てそう有

利でない。又タービンの蒸汽条

件の改善に依る篝料消蛍率の改

善はこれより大きいタービンに

対する程効果はない。

第6図の三例と以上の状況と
から船が大型化高馬力化する程
タービン船の特長が生かされて
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）来る事がわかる。

以上の計算は何れも燃料を往

復分塔載して出港する場合につ
いて行われて居るか仕向港及び

中途港で燃料を買う様な場合は
状況が変って来るがこれについ

ては省略する。
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航‘路距諺の,兆し
（5）機關郡の憤格及

碕希’）燃料感往復分塔欽,する．
2）誌糸興課,ﾕ幹戸よりの距確t示す． び船慣

第6図航路距離と有効敵貨重通との関係‘

船，タービン船両者の長短を直観的に判断する事が出来一農的に云って磯関部の価絡はタービン識の方が低い
る。 従って，船価もタービン船の方が安い。しかしこれもあ
三例を通じて長距離になる程ヂーゼル船の方が有利なる範団内での話しであって低出力ではヂーゼル船の方が

率を知る。これは燃料消費率の差力;ら来る誌果である。安くなる｡即ち第7図はヂーゼル船とタービン船に就て
．しかし短距離になると7,000Dw船を除いて汐一ピン船磯関部価格の傾向を比咳した例である。図中の曲線Aは
の方が有利である。タービン船磯関部の重遼がヂーゼル－寸古い賓料であるが文献（2）に依る数値を出力当の価

船のそれよりも少ないためである｡-両者の有効戯貨重遼格指数に計算し直して画いたものである。プロットの点
が等じい点即ち両者の線の交点は燃料淌鍵率如何に依つは日本の総標餓に対する出力当価絡指数でB曲線はその
て変化する｡129000Dw船の場合ター.ピン雛燃料消費率中のタービン船に対する値の傾向を示して居る。実際の
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船と同じ位になる様である。．

但しこれ等の見識りが現在の

日本にそのまま適用出来るか否

かは疑わしい。というのは現在

特殊鋼の値上りが甚しいのとこ

の様な高温高圧タービン装置の

製造経験が少ないのとで案外高
全

くなるかも知れないと考えられ

るからである。

・ヂーゼル船とタービン諾の謡

費を比較する時機関部価絡のみ

でなく甲板補穣荷役装置が電化

心か汽動か又磯関室用補磯の電化
の程度も考えなければならな

い。電化は燃料消費率を良くす
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第7図綾関部価格と出力

統計賓料が少なく特にヂーゼル懇に対するものが殆どな

い故ヂーゼル艘とタービン譜の楼関部価格の相対的関係
が果してA曲線の如くなるか確かめる事が出来ない。し

かし溌関部価絡はその重量を基にして決まって来る事か

ら考えてA曲線の示す両者の差異ばうなづける。

タービン船の場合その蒸汽条件は機関部価絡に相当の

影響を与える。第八図第九図は蒸汽圧力及び蒸汽温度が
タービン船磯関部価格に及ぼす影響を示す曲線で文献

（3）の賓料を換算して筆者が画いた。若し標準のヂー

ゼル船とタービン雑の溌関部価描が第7図のA曲線に依
るとした場合，4,000～5,000HP以上の定棒出力に対し

てはタービン瀞の蒸汽条件を少毎上げてもまだヂーゼル
船より安くなるだろうと判断出来る。しかしSOA.T.G.51
0.Cという様な超高圧渡温タービン磯になるとヂーゼル

80”！““

職
間
剖
蹟
格
比
凧
那
や
畔
す
３
）

未国,･詮it3具潅例〕11も ’

÷

令 ＝ I111
一
Ｉ
Ｌ
ｆ
ｈ

112
11五一

惑亥l感’
108 一

鯵’
､

l“
一
一

■

～

ずー ﾚ師
I的

丁
～

一96

2030“鋤607080

蕊汽圧力k跿鰄副q/
第9図第図タービン鍬に於ける蒸汽条件

と溌関部価格（2）

るがその反面非常に船価を高くする。例へぱ現在の日本

では電気ウインチは蒸汽ウイン､ﾁの約五倍の価格であり

或る計算例に依ると荷役装習を篭催した場合蒸汽荷役装
置の場合に比べて約2‘5％も船価を高くして居る｡電気
ウインチか蒸汽ウイ.ンチかという事も興味ある問題であ
るがここではこれ以上ふれない事にする。

第10図及び第ﾕ1図は第五次船及び第六:次船につきヂー

ゼル船とタービン船とに区分してその総I頓数当りの船価
を統計したものである。第五次船の統計に依ると6,50O
GTの船でヂーゼル船はタービン船よりも2C%高い船
価を示して居る。船価の中で濃関部の占める割合は約35
～40％程度であるから船体部価格が同一とすればタービ

ン殻の機関部価搭はデー セﾙ濃関の約60~65％という事
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タービン船に於ける蒸汽条件と機関部価格’（1）になる。この価絡差は少々 甚だし過ぎる様である。当時
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低馬力の場合を除いてタービン船の方

が安くその価格の開きは馬力を増す程増
えるであろう。
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これは数値的には表わし難いものがあ

るが実際面には仲々影響の多い問題であ

る。というのは諾の事故,故障はぞの修
理費も問題であるが，その間高価な賓本

‐

毒
4

雛
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報006‘函a銘，！"0。12c”14“‐を遊ばせるという事が大きい影響を与え
’總震復堂又，師

る．からである。

第10図鑑次新造船の見稜撫価統計．取扱,信頼性,修理維持という点では
､

一

ヂーゼル酷よりタービン鋸の方がはるかに秀れて居る。

、タービン装綴は購造が簡単であり桜能も単純である。餘
程非常識な取扱いをするとか製作設計上に大きい欠隠が

，あるという様な事がない限り故障は殆どない。消耗部品

少もない。修理維持費として普通老虚しなければならな

いものは汽確の煉瓦稜の修理又ほ交換，過熱管の交換程

度であって大した事にはならぬ5叉日常に設ける磯関部

員の労働超過時間も少ない｡だが直温高圧化したタービ
ン船では棒造方式が幾分複雑になり叉その取扱について

も注意しなければならない事が少しばかり出来て来る。

ヂーゼル溌関の取扱信頼性は相当に改善され故障少<
なって来たが織造機能はタービンより核雑微妙でありこ

の意味で信頼性は本質的に劣って居る塀える。又ヂー
ゼルは日常の手入が少々うるさい。即ち入港の度毎にピ

ズトンは拭かねばならない。勿論最近の磯関ではこのピ
ストン引抜手入の時間閥隔はずっと永くする事が出来る

様になったものもある様であるが。従って穰関部員伝超

過労働時間は相当に多くなる｡婿耗部品の数が多いので
修理維持費は割に高くなる。即ち噴射辨ピストンリング
ﾗｲﾅー 等は一年又は数年-ざ交換せねばならない。

どの取扱慌綴性修避維持費という面には偶発性が多分

に入って来るし且磯械そのもやの出菜不出来及び取扱者
の経験熟練熱心さの度合も大いに関係するので個々 の場

一f

合については必ずしも上記の一般的見邇しの通りには行
かないであろう。

筆者の調べた範囲ではヂーゼル船の修理識はタービン
船の約1.2倍淫度であったがもっと沢山の蓑料を調べて
見ないと明確な事は云えない。
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第1ﾕ図第六亥新造緒に於ける契約船価

ヂーゼル磯関は相対的に高くタービンは幾分ダンピング
画

気味であった。館六次諾の統計ではタービン船とヂーゼ
ル船の価絡差は締められて居る様であるが賛料の数が少
ないのではっきりした傾向は判断出来ない。

五次僻，六次総共，総噸欺の大きい所ではヂーゼル船

とタービン船との価捧差が少なく，第七図の曲線及び後
越す着L_般的結論と喰逢ふ，何かの理由があると思うが
今の所わからない。1

．価絡は，技術的条件だけでは決まらず需給の関係に依
り支配され或る場合には投機的なものさえ含まれる。従
って価格の面でヂーゼル船とタービン緒とを比較する時

はその時々 の市価を基礎資料とするより他はないである
，う。、

この様な経済的事情の影響を抜きにしてもヂーゼル船

とタービン譜の船価差に関する明椛な結総を導くのは容
易でない。その原価計算資料は各造船所で秘密にして居

一

るからで あ る 。 一

しかし今迄の検討に依って次の事は一般論として結論
・出来そうである。
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以上ヂーゼル船とタービン船とに就いて主系数項目に
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邇常詔舶の運航原価は次の諸項目に依って計算される

･a)賓本擬…晋.…減価臘却費,金利費,保険費等初期
投下賓本即ち建造船価を基にして或る率を乗ずる事

に依って計算される．もの，ヂーゼル船とタービン諾

とに於ける諾価の差がこの費目の差に表現される。

わたって，その概要を比鮫して見たがヂーゼルがタービ

ンかという問題は結局それ等の各項の要素の利害得失を

綜合的に考慮する筆に依って最後的に結論づけられる。
即ち色々 な要素を鵬舶の運航原価という共邇の尺度に表
現してその総合計について比較検討されなければならな

『d)間接費………店舞 諸雑黄等で|司一の大きさの鰐

であればヂーゼル緒，ター
さマ

ビン船共同額になる~と考え

・られる。

cJ間接航海費……船員費，

修理検垂費，その他雑費が
L

含まれヂーゼル鋸タービン

磯の比較の時修理検査喪は

差異があるが他は殆ど同じ

と考えられる。

b)直接航海壁……･･･燃料蜜

港費，荷役菱その他でヂー

ゼル総タービン綴の比唾で

は時にこの燃料饗が問題に

なる。

実際に通航原価の比鮫を行う

は以上の原価の総計を総職遙
'で除した単位獄逢量当りα･原

運震に表わして比咳しなけれ

ならない。ヂーゼル紹とター

ン船では赤効載憧重量に差が
、

るためである。

この計算法については種々研

い。

０
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第12図7,000Dwl2kt第図貨物艦の原価運賃曲線
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航 路距誰
第i3図10,000Dwl2,5kt船の原価迩賃曲線

10．000

究した所があるの三であるがここ

では以上の様な計算法の基にな

った考え方と以下述べる如き二

三の計算例を発表するに止めて

置く。

第12図，第13図，第14図は夫

々同一出力同一紙型のヂーゼル

船とタービン船について現在日

本の経済条件に基いて計雰され

た運賃原価曲線である，但しこ

の原価の中にはヂｰゼﾙ船とク

ーピン船とで問題とする程”差

異がないと思われるlll1接費，船

員裁等は省略されて届る故実際

の運航篭原価はこのm鯨で与え

られる原･価より多少上廻るであ

ろう。
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第14図池,000Dwl5kt船の原価運賃曲線
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一般的に航路距離が短くなるに従って単位輸遥量当り

の運賃原価は急激に高くなる。これは航路距離が短くな
るに従い荷役時間が航海時間に比して増加するため一定
時間に対する嶽暹量が減少縦って単位職遥量当りの資
本費が増す事を示して居る。第十二図の例には特に単位

鐵邊量当りの燃料黄原価を点線に依って示して居るが燃

料鐙原価は航路距離に依って殆ど変化し卿､事が判る。
燃料費以外の部分は殆ど賓本醤であるが賓本蜜の占める

比奉が大きい事がわかる。これは金利が高い事及び償却

を急がなければならないという理由に依るもので日本船
特有の現象である。外国鉛でぼこんな事はない。

第翠図の7,000DV雛の例を除いて一般にタービン船の

曲線は近距離ではヂーゼル鰐のそれより低く遠距離にな

るに従い漸次上昇して行く傾向が見られる:_これは第6
図に示す様にタービン諾に有効載貨重量に於て近距離で
は有利で遠距離になるに従い不利となる傾向の表われで
ある。各例共タービシ溌の曲線は記入してある様な夫々
の澗価比に対して計算されて居る。油価比の低い地方で
はタービン艦が有利な事を知る。

7,000Dw船の例ではタービン船が絶対有利であるがこ
のデータのタービン鋸ではもう少し速力を落して使わな
ければヂーゼル船と競争出来ない。即ちトランバーとし

て使えばまあ良いがライナーとしてならばヂーゼル船に
した方が良いという事になりそうである。計算例は示し
て居ないけれども速力即ち馬力を下げると原価は相当安
くなる。

一

第13図の10,000Dwタービン船の燃料消擬率は320
gr/HPHRとして居るが曲線の傾向は第12図7,000Dw
船の場合と大分変って居る｡~油価比が日本公定に依る時
はヂーゼル賭が鉛いがスターリン敦の油価比に対しては
大体5,000Mile迄は両者の差は非滞に少ない｡5,000Mile

以上になるとヂーゼル飴が良くなる。タービン船が北米
太平洋岸の油を使う事にするとヂーゼル艘に勝る。
第14図は12,000Dwl5kt船に於てタービン雛の燃料

消費率を錘に変え同時にこれに関連して船価も適当に
変化させてヂーゼル船と比較｡したものである。燃料消蛍
¥260gr/HPHRのﾀーピﾝ緒がヂーゼﾙ船の95%の船
価で出来るとすればその雛はニューヨーク通いのライナ

ーに絞った場合でもヂーゼル贈より勝る。しｶ餅もこの線
図ほ0．7の油価比に対して画かれて居るがニューヨーク
港の釉価比は0．6であるから実際はこの線図以上にター
ビン船が有利となり船価をヂーゼﾙ船に等しくしても競
争出来る。燃料消盟率39Qgr/HPHRの職は船価がヂー
ゼル船の86.5％であっても逮迩雛航路では非常に不利に
なる事がわかる。

もつと色々な場合の原価迩儀曲線を計弊して見なけれ

ばならないが詳細は他の日の発表に委ねる。

つ

、 結 言

｜
●’

タービン紹かヂーゼル船かの問題に対してはその要素

があまり複雑であるため個々の現象にとらわれ勝ちとな

って解答者の個人的な主観が入､り易い。叉その間に商略

的なものが入って来る事もある雛である。しかし筆者は

出来るだけ公平に且綜合的見地に立つてこの問題に解答

を与えまうとして居る。只始めにも断った様にこの小文

は研究中途の概報的なものであり筒研究調査を必要とす

る色々な点が残されて居る。確実な結論を導くためには

筒研究調査を続けなければならない。

最後にこの問題に関する筆者の見解を述べて結ぶ事に
する。

a),ヂーゼル鰐もタービン辮も夫々長短があり，掴

1
~

I
〃

a),ヂーゼル鋸もタービン船も夫々長短があり，標

準的な両者を比べると大体に於てその競争力は（船

ンスして居る。

b),ヂーゼル船とタービン詔との競争力の差が出て

来るのは次の様な要素である。

技術面では（1）燃料消.灘率（2）濃腿部重量。

（3）出力程度

経済面では（ユ)船価（2）燃料価格

運航面では（1）航路距離（2）燃料補給港

（3）信顔性，経理数．
c),出力が大きくなる程タービン船が有利になり航

路距離は遠くなる程ヂーゼル船が良くなる。この両

条件が重なる時即ち高速，大型，遠航紹並に中小型

の中近航紹の場合は前記の具体的条件に依って一応

両者を比咳すべきである。

d),今の日本では常識的に中型貨物船にはタービン

大型賀物船にはヂーゼルという事になって居る‘がこ

れは再検討を要する。即ち中型貨物船には案外ヂー

糞ル船が向いて居るし叉馬力が4000HP以上の大型
船ではタービンの捨て難い特長が生きて来る。要す

るにヂーゼル船かタービン船かに当っては意味の無

い決定をぜずに諸条件を考え合せて決めるべきであ
ず

る本文中の原価運賃曲線はこの決定のための基準と
なるであろう。

e),今の日本の標準的なタービン船の燃料消徴率で

は普邇の場合ヂーゼル船と競争出来ない。米国船並

には行かなくともせめて300～340gr/HPHR位の

実績燃料消費率が標準にならなければヂーゼル船と

競争にならないだろう。日本のタービン船は世界の
囮

．（60頁へつづく〕
。､
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_"(B)タービン船とディーゼル船との採算比較について
，●

石川島重工業株式会祗

ウ

タービン船どディーゼル船との採算上の優劣の比較は

近時盆々関心をもたれて来たがかかる賓料が少〈船を建

造するに当ってそのいずれを選ぶかに非常な苦心が払わ
れてしくる

当祗に於ては前々から之等について種々研究がなされ
‐

ていたが之等の賓料を基にして最近の建造諾の窪定に御

参考となる様次の2種類即ち7,000GT貨物船，及び．

12,000GT汕糟諾について総合的比較を行った。1

以上の2種類について採算に必要なる各項目について

比鮫し迩綻採算を行って見た。此等2種類について比較

して見れば船の大きさ，種類一主族の馬力，航路等が変
化しても大略その見当がつくもの.と侭われる。

對象船の選定
一

,;::1:::"}鰯謹沖､莚
貨物船に於ては第6次船の約半数以上が7,000ton級

であるから当石川島重工で受註した飯野海運7,150GT
貨物船を採用した。

今迄は綾関室，縦室を十分餘裕をもつで設計していた、

が最近之等に工夫がなされタービン船の方がむしろ載軍
容稜が大きい事があるが，ここでは一応伺量と考えてみ・

た。

（3）蒸氣妖態(StEamCondition)

タービン侭温度圧力に於て効率に相当の変化を及ぼす

ものであるが之については別に説明する。
臼

效に談ては現在実用の段階にある30kg/cma,400｡C

としてディーゼル船と比較する｡．

（4）螺料>借湊量(FuelConsumption)･

デイ>=､ゼルはタービンに比較してはるかに効率はよく
熱効率は次の通りである。（馬力によって変化はあるが）

ディーゼル33％～35％
タービン

20kg/cmg30boC16%～18%

30kg/cmg400･C20%～21%-

40kg/cm3500｡C22%～24%

である沁鼓に使用した磯関は附表の如くでその熱効
率は亥表の如くである。

Q

○

ディーゼル船との比較のため幾分改訂した処がある。 ディーゼルターピン

ー方，汕糟船として代表的な一例を挙げるとすれば,7,000ton貨物船(5500HP)34%20%
12,000ton級のものがよろしいと考えた。12j000ton油槽船(6500HP)_35%2ﾕ鯵

最近北米に就航する商船が次第に多くなったので両者（5）罐給水量(FeedW・Consump.)
とも北米就航のタービン磯装備船とディーゼル磯装備船継水は今までの実績を考慮に入れて算出すると亥表の

qQ

とについて検討する。 如く考えてよい。

、

,ﾙ"γllIl
j:|||II|
l’｜’し／’

主墾§項目比較

（1）要目

船体磯関方各要目は第1表，第5表に示してある、

垂 線 間 長(L).

巾(B)

深(D)

満載排水量(W)

方型肥癖係数(Cb)

総噸数(G.T)、

航海速力.(Vs)

主駿関（圧力×温度定格馬力,経済馬力）

誰〔型 式台数）

（2）載貨容積(CargoCapacity>

一
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二

港 宇名芳イーゼル紹はドンキーポイラ一等を使用する場合がDiesel油Turbine油～
あ る がここでは一応皆無としておいた。，Londonl82S.0dl22S.6d

（6）潤滑油消費量上Lub.onconsump.)"/、LiSbon"180S､6d,122S.0d.

穰関作動の相違からﾀーﾝの方が遙かに消耗剰少<Karachil87S.6d鷺1)'08s"･
今までの実稜と認査によるとタービン船はディマゼル船‘

Bombayl67S.6d108S.0d
の約13～15％位に当っている。・

SingaPore{"5:;:｡1"5dI121S.｡d〔73眞水消葺量〔FreshW､Cons直mp.〕1184s､6dSingaIjore。1ﾕ26S,Od
~

、ディーゼノ腰譜もタービン紹も之が性質上同量の水を消MElbourne､206S.0dl46S.6d
，

費するものと考 えている。NewOrleansSユ.75｡

（8）凛物重量を除いた載貨重量(FuelandOthers)RewYorkD$3.45IRi:.!2RewYork
、 1B1B$2.00

、a，燃料及び潤滑油一SanFranciscoc$3.56$1.30一般に燃料は安価なる処で購入するのが得策でここ一

でば実際に行われている如く米国にて購入するものと。（註)アメリカ価絡’バレル当り，その他は噸当り価
考え往復分を搭載する事とした。、り 緒を示す，尚各国60港に於ける価格は調査済な

さ一F

b罐水(FeedW)･及び清水(FreshW) れど略す。

之等は片道喜搭載するものとし,其の他I呼量と（'2〕一航海所要日数、
した。～ 航海日数は日本から北米太平洋岸迄約5000浬として趣．

、／

〔9〕貨物重量(Carg｡Weight)･,j7'43/4節として14日を要する,往復28日，稜荷’荷揚の
所要日数12日としだ,筒建造に当り45日分位の航続力を

上の載貨迩量と軽荷重量を考慮して計算すると結局

-ﾀー6ビﾝ綴デｨーゼﾙ船巽求する場合があるが之はかかる必要の生じた時に備え｡

7,000to工貨物船に於ては8,138ton8,488ton るために希望するのであって採算を計算する場合には実

12,000t｡n油撫に於ては16,550ton17,130ton際の航海に要する日数をとるべきである。
澱備日数は「タービン船」と「ディーゼル船」を長年．となb一般に此の程度の譜ではディーゼル詔の方が約4

％多くなるのが普通である。 取扱って来た経験ある磯関長等の意見とその方面に詳し

い技術者の意見を参考とし，叉数種の実続を調査しかつ
-〆

〔1の發電機(Generator),申龍補磯(DeCkmachi-海洋第545号(25-7-31)所載18,000t・DW油梢船の 、

n e ry ）′
迩緬乗算を参考として出した。此の登備日数の差はター

実際は安・価を希望したり，取扱いの点を考えたりしてピン紹はデイ－だル船に比し開放検査修繕手入れのため、
蒸気棟穣を附け券場合も多いが，鼓では比較する関係上'その所要日数，労力が少いためである。
7,150tOn.震物船では甲板捕磯を電動とし12,'000ton(13)－航海に必要とする船員の給料及び手當の比較
油補職は蒸気を使用するものとして計算してある。

鋪3表，第7表に示す様に一般には高級船員は幾分デ

〔11〕一航海所要の燃料菱及び潤滑:由菱イーゼル船の方が多く普邇船員は縦のあるタービン船の
此の場合の燃料油価段は最近のCaltex会祗の北米太方が多I､のが普通であり結局全体でタービン船の方が5

平洋岸の価絡に依って居り，潤滞油の値段は変動が多い．％位多ぃのが普通である。
のであ．るが之については昨年の某船会祇で使用したも'の

給料は昨年，船会祗にて使用したものをとって計算しザ屯

の実績を採った。'・
て見た。

空

米国に於ける重油の値段は1944年頃から下り始め， 〔1の年間の主要項目に對する費用
ユ945年に於､､て最低他段を示し，；麺〈上昇をたどり1947

第4表，第8表に示す如く～一
年には当時の2倍以_I二の高値を示し1948年1月頃から

Ca)年側航海回数は北米太平洋岸に就航するものと
一応の安定を見ている。

考えると，溌備日数の差によってタービン船の方が
然し，今後の国際梢勢如何では重油の鴨要が増大して

7,000ton貨物船にて0.5回,12,000ton油梢船に

再び変動があるものと思われる。‐て0.6回航海回数が多く広る。､里
参考のため1950年の代表的価格を次に示す。

(b)航海荷物識取量はディーゼル雛に比してターピコグ

世界各港に於けるBunkerOil佃柊表ン船の方がCal･goWeight'が少いにも拘ら･ず，年

（'950年エ月現在）間に於ては就航回数が多いために

－52 －－
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|"_Z,000tOn食物詔にて約1,400tpn 此の点，ディーゼル諾の場合に比較して間接船費及び〆

-12,000tOn油糟船にて約5,000ton 直接運航鍵の少ぃタービン熊〔尤も直接運航萱は条件に

多くなる。より異るが〕が有利な結果となることは当然であって
(c)年間燃料費は北米に於ける油はタービン油とデ年間j運航饗に於て:I0%少く
イーゼル油の値段の差が大きいのでタービン船の方一（運賃收入に於て2％鍔くなる
が妄イーゼル船 に比較し結果となった。胆

”"｡"･貨物淵こて約7部0'"‘”‘墨の灘鯉に鯛げた灘’である。12,000ton油禰瀦にえ約10,700,000円
守

岸&

、安くなる。12,600ton級運航採算凸ざ

(d)潤滑油はタービン船の方が安い｡．‐本級油槽船に髄ては，北米太平洋岸嵯就航菖ｵーる場合の
"(e)罐永鋤まﾀｰﾝ船の方が高い｡､ 主要項目”に撒き一航海並に年IMIr比較を試みたもの

(f)譜員給料はタービン鰐の方が高い。 〆

が，第5表乃至第9表に掲げてあるが特に本船がペルシ
C15)船便

箕物鰡に藤ける重出…‘,潅腫鶴賑の"金"“蕊瓢撫蕊撫箪癖蕊鋪上し裳”
h

保険料であって天菅な影響を与えるものである。
日本バーレン島間は日本北米間に比し航海距離も3割

．一般にTurbine雛はDiesel船まり飴価に於て8～10方長く繊用重油とディーゼル用重油との価絡差も少くな
|“影蠕噸熟議勲書識熱して見ると雷､‐。…珂一…霧ー…の一鱗鯵鍵‘二

．ﾙ瀞…鴬円,'一ビﾝ職は,蝿円で,籍安い謙騨鰯駕郷難蕊麓臓懸鱒，算になる。

q①附記事項、5％少く，迦賃收入に於て'％多い結果となった。
以上主要項目の計算結果は第1表から第8表までに一 信頼性及乘心地。

．覧表としてある。
機関を取扱っている者の言う如く取扱いの楽な入港中

これを基にして総合採算を出して見たものは第9－'’の整備の簡単なタービンを喜ぶのは当然な事であり’又表に之を記載する。
船員が長い航海中何等振動画繋を感じないタービン船を

但し航海距離が北米太平洋岸の場合と異り又油の値段希望するのも亦当然であり，償に見えざる精祁蛎ﾘ盆は
の差が逢って来ると此の関係は変ることは勿論である。大きなものがある。

,’ア00,‘"級運航採算“聯麺鵡患ヵ(i騎懲鱗
主要項目に於ける比嘩計算に基き一般に船会祗にて採一航海所要燃料費比較表

用している計算法により算出を試みた。
｜・〔'〕第9表の説明一

蕊
運航採猟各詳細項目につき第'0表の如き結果になった

‘’が比鮫する為に解り易くディーゼル船をﾕ00として各主一
要項目に対しで数値を入れて見た。

ク次に運航費の合計を’00とするとその内訳の比率は年
・間にて次の如くになる。

直接船蜜10％|’ 間接船菱60％
直接運航鑓30％

運航壁合計ユ0(％1バレル4.7弗上表によれば,巖に間接溌鐵はその合計の60％を占め 繍謬鯛剛1重割淵朏洲蹴ることになる。 、

従って蓮造染価"10%の増減は支出経費の略6%を燃料油価格は25-:12-15北米サンフランシ
左右するものと云える。スコに於けるものを用う。

｜ －．－

～

●

■

I ４

ゆ

一一一一一
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第6．表（25-1ユー1）

総噸数ユ2,000航海速力14節油權船・

一航海所要燃料菱比較表

』

第3表（26－1－2の．

総噸数7，ﾕ50航流速カコ袋/4節貨物船

一航海所要給料手当比較表

種T亨言誓壹蕊1デｨーゼﾙ艦 蚕~｢雲二悪~ﾌ篭|デｲーゼﾙ船
I１

船 船
1

乗 高級

員 普邇

数 計

航海速力

’ 一
航
海
日
数

航海日

碇泊日

溌備日

ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

数
数
数

２
２

×
×

日
日
日

》
ａ
⑤
》
８

１２
２

×
×

日
日
日

５
３
５

１

節

０
７
７
４御

２
３
５

１

22今

33

55

143/4節
L

一

一

テ

力’航 ． 海 速 14節 14節
］

28日

12日

8日

48日

航海中

碇泊・中

所要燃料〔往復）

燃料費(ユバレル当）

所要燃料菱

航
碇
譲

海日

泊日

備日

計

ｉ
数
数
数

轆噸/1日．

・し畷1日

150C噸

1.65弗

5,820,000円

日
日
０円

嘩
嘩
麺
秘
抑

』
ａ
５
（
己
・
兜
一

ｏ
－

Ｒ
、 ●

３
】
ａ７

夕

28日

12日

5日

45日
-

1,570,000円

一
航
海
日
数
一
一

１
．

燃
料
消
費
量

’ 1,652,000円 I

潤
滑
油
消
菱
量

航海・中

碇泊中

潤滑油(一航海）

潤滑油費

日
日

趣
岬
噸
岬

３
０
０

０
０
１
，

．
・
・
２

０
０
１
１

日
日１

１
円

噸
銅
噸
皿

０
０
。

⑨
〕
０
０
３

。
、
・
０

０
０
９
１

備考高級殻員基本給21,500円，
普遜船員基本給ユ4,100円

引航手当ユ〔％とす‘

第4表<26-1-20）

総噸数7,150と航海速力14き/櫛貨物船、

北米太平洋岸に就航するものとして隼間積取荷物量，
年間燃料識,潤滑油菱,罐水費,及び人件費につき比較す。

、

１
１

傭謬}蝉繊際謝澗吾:捌t蝋
1バレル4.7弗

上記燃料費，潤滑澗菱中には葱備日数に対するもの

は含まず。
低

ディーゼル船の所要燃料鍵中碇泊中の燃料はC重油

〔1バレルユ.65弗〕を用うるものとして算出す。

第7、表（25-11-1〕

総噸数ユ2,000航海速力14節油稽殼

一航海所要給料及手当比較表

I

I
重油焚

｜ヂｲーゼﾙ船タービン船
｜
h

28日

12日
●

5日
仇

45日

8．1

8,]38t

65,900t

(+1,400t)

4,940釦00円

■

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ⅱ

Ⅱ

０

１

Ⅱ

１

航海日数

碇泊日数

溌備日数

計

年間航海回数

一航海荷物量

年一間荷物量

28日

12日

8日

48日

7．6

8,488t

64,500t

》
し

一
船

一

円０
．

幸
↓
郵
趣
郵
噸
坤
躯
顕
銅
“

４
虹

イ
４

《
デ
班Ｉ

｜
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船
９

ン
人
人
人
節
日
日
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日
叩ＦＯ
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油
ピ
鵡
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認
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釦
６
５
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‐
４
０
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銅

重
夕
込

心

Ｉ

船
一
割
『
副
‐
割

種
一
級
邇

高
普 ．（

一Ii

6,260,000円

47,570,000円扉粥海蟹織’ 計
40,010,000円

〔-756万円〕

11，600円

94,000円

〔-46万円〕

ユ3,600円

271，000円

航 海 。 漣 力1

り

73,500円

559,000円

一航海潤滑油識

年間潤滑油費
航海日数
碇泊日．

§溌術日
計

一
航
海
日
数

１
１

鍵
武
当
当

い
》
峠

一
年
一
年

一
一 一航海所 要

当’（＋27万円〕

1,570,000円

12,720,000円

（＋32万円.）

給料及手
一一一一

’
1,652,000円

12,400,000円
備考高級船員基本給21,500円

普通船員基本給

航海手当

14,ﾕ00円

10％とす

、

I
Ⅱ
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第8表(25-n－1)

総噸数ユ2,000航海速力一迄節油補船
，北米太平洋岸に就航するものとして

年間積取荷物量,年間燃料費,濯滑油致,罐水費
及び人件費を比較すら

●

い

一航海｜
ディーターピ
ゼル船ン船’

7，150〃

9，650．10，000

5,.000〃”

143/4 〃

ユ00％、91%’
100％81％，
100％86％

100％84％，

海|：年間一
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上表の算出基礎は次の通り
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第11表算出の基礎
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鵬員饗･;鴫喜膨'撚総綴縫00円,1
船用品萱。（月当)D.W当り20円

年間に於て
修繕謎（月当)D.W当り72円｛夕．－ピン25%引

償却(年間)乗出離価の"%'蒟樗織%増
金利(年間)質雛:鱗鯲諺
保険料（年間〕乗出・綴価の’"％

店裁（月当)D.W当り34円50銭･|
船舶魂、（年間)建造船価の1．75％

焚料数，罐用重油'･75弗，ディーゼル用重油3.65弗I
潤滑油4.7弗(T.O,E.O.)4.5"(C.O)

港菱（一航海).米国2,000弗，繊浜50.000円I
荷物饗迩賃收入の5％

雑費鴎羅W割嚇語
縦水費（1噸当）50円，
運賃收入1噸当12.50弗〔1弗＝360円）

上記（〕内はタービン船とディーゼル船との差を

示す。

β各地に於けるBunkerOil,Coimmercial_Price.比鮫

（25-10-31）一

|場所’ 雛凋|篭ル雨|供給者’
レル当
弗．

2396

3．35

3．56

ユノ§ 一

一

－

鋪 9表

7,150G.T.鍾物船で北米太平洋岸に就航する場合
の通航採蝉は次の通り
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第 10表

7,150G.T.貨物船が北米太平洋一日本間に就航する場合の運航採算計算表

睾位ァ･円

「 年間航 1
海

ディーゼルIタービン」ディーゼル

リ〃“苧β’ 372Z"Q船 員費趣8 “ 7 〃

船用品費3蝿乃〃2ﾉ 島”6 －437‘,00〃・

修繕 費、β”,”〃"7Z,3/3／鰹22,""ひ

EMg4"328"′“6直臨船費計、24坪〃“
償却鍾〃,6“ 劣さ亭6>798""6'､9,"”

金利／ 僻3〃970 卵2易838．”738,977

保険料 乙'鰯〃2_"7/Za"|7j7､3學邸2坪

店蓑5Z"､72'",7771 、3,9”〃2

船舶税392,523一ー フ名,7aZ7"3552，‘‘7

間接船費計243238837Z35司,“芋′､甥享6Z,d7E
一焚料費 62“32〃jZ､'aZ577竿Z57a"2

潤渭油aZ26/7355〈夕6､72，鍬3

港、責77“”7740"ひ ぁ852,000

荷物費.Z904800 Zaｦα,a237f"芋〃80

雑蕾〃6 3 7 7 7 0 3 820.β鍵′"浮

孟 ：水賓砕,”0

’直接運航費計一a/､3Z"6 Zぢ9弓377 ag竿享6>"､3

運航一費合計32,a132'ew''87W2"72，，2z87z'〃7・お‘；勿伽7’
蓮航収入，、ﾀ〃””〃””易”0．2池2砲“〃

～

差引利益’宰銅8忽a〃“密lalj33Z,7yy
－

，－墨。備考、。．．，‐’

｜タービン

74a"373

乙掌'4”〃｜

a李89ｸ”

22,3733Z3

3q,82a,"0

72,29a,2Za

ス3,9喝0"0

竿鰐秤α000

〆､3，38うZ”

′字',‘どZo學さ

等q′法7)/a3

_7"Z,""

523Z"〃～

7労3226鑓
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野あ5ﾐﾀ3,6ヶ〃 、
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フ',e26872句2芋啄βｽタ
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膳するものと業界では観測している。
貨物運賃について

第5次船9,000重量噸,船価5億8000万円で北米太平

最近の外航雛の侭物運賃の値上りを主なるものに就い洋岸一日本間を片荷で年7往復，穀物は80,000噸を識む
て見る と 次 の 通りものとしてその採算の一例を挙げれば亥表の通り
（噸当り'）朝鮮動乱直前昨年ﾕ2月末（’〕噸当り6ドル50セントの場合（単位千円〕

撫難二:鯛{鍵瀧：麓“※"〆ユ鍵，｡”船菱運航毅130,000

金利インドー日本間鉄砿石32シル6セント80シルち2,000
キユーパー日本間砂請10弗5022弗 償却26,000

処がこの運賃も其の後続いて値上り'し，今遥は昨年末77,000差引損失
より1乃至2ドル程度高くなっている膜様て，今後も続
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一般の科学一

〔”噸当り'2ドル50セント9場合(単位千円〕
迩賃收入．252.000

紹養運航費’130,000
p

金 利52,000

償．却26,000

差引利益坐,000=

6ドル50セントの場合は年間7,700万円の損失となる

が12ドル50セントの場合は年間4,400万円の利盆となる。

第13表

12,000G.T油槽船でペルシャ湾パーレン島に就航

する場合の運航採算基礎条件

屯

|デｨーゼﾙ船｜タービン鵬
G、．‘r

排水量(t)

，．W(t)

軸馬力

航海速力(節）

航海距敵(浬）

燃料消費t/日

12，000

25，900

18，300

8，000
6，500

ユ4

6，625

28．5

1，170

0

170

80

70

1，490

16，810

20普邇3

40日

6日

9日

55日

6．6

ユ2，000．

25,900、

ユ8,550

8，000
6，500

14

6，625

49

2,000t

240t

170t

80t

70t

2,560t

15,990t

18普通40

40日

6日

6日

52日

7.0

8,000,000円

6,000,000円

ｰ

定
経

御

’
第12一表

〆ﾕ2,000G.T油糟船でペルシャ湾バーレン島に就航

する場合の運航採算は次の邇り

’一航 料燃
罐
清
一
其
職

油(往復分）

水(片道分）

水(片道分）

般斉備

他

計
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員数

日数

日数

日数

Ｐ
一

一
航
海
搭
載
量

一
般

イ
ル

デ
ゼ

1

～

’ 乗員数

航海日数

碇泊日数

溌備日数

計

年間航海回数

建造溌価

乗出船価

高級一

１
１ ’

％
％
％

０
０
０

０
０
０

１
１
１

0,000,000円1,258

5,200,000円1,346

Ｒ
》
戸
ａ

伺
挫

１
１

上表の基礎条件，詳細計算並之が算出の基礎は13～
一

15表による
､

第15表算出の基礎
－争

、炉
一

船 。員費

船用品黄

修繕餐

彼却

金利

保険料

店蜜

ケ船舶税
，焚料菱

!：瀞縮愛

荷物 費

雑鍵

罐水 致

通貨收入

〔月当〕高級＝21,500円.普通＝14,100円外航手当10％溌備費及賄費10％

〔月当)D.W当り20円

〔月当)D.W当り72円年間に於いてタービン85%ディーゼル15%

〔年間〕乗出船価の4.5%20年等額償却

〔年間〕市中(50％）年利11％見返(50％）利率年7．5％

〔年間〕乗出船価のユ.7％

〔月当)D.W当り34円50銭

〔年間〕建造船価の1.75％

〔一航海当り）缶用重油(ユバレル当り)1.80弗，ディーゼル油(1バレル当り)2.96弗

4.7弗(T.0,E､O)4.5弗(c.O)

〔一航海〕パーレン島2,000弗とす繊浜50,000円
全

通擬牧入の5％

〔月､わり.W当1円33銭及び〔一航海一日当〕2,000

〔]噸罰〕50円

(11頓当)12.24"(g1弗=360円〕
‐－‐‐‐_．‐_－－－－－2＝=__－．．－－－－－---------－－．－－－－－．．‐-----‐_‐：_‐
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12,000G.TTANKERがペルシャ湾パーレシ島一日本間に就航する場合の採算計算表
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店 費 〃芋7》9"0 〃9”” 八37a2W Z6､7Q,7" 〃

’
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年

船 舶税
一日|－■■凸

易/‘"”､3，β′6，060 22,"ゾα'"2､ｮ,799，996

間 接船費計 38，8/9,〃/3 ､",9グル先さ 2､">2">"6 お7，55〃､9”

材．料 費 a236>革詔l･a39Z"615芋"､3603971、",形2，芋72

潤 渭－油
田

/36，/‘7 75；7りノ 89a”Z 7α，,3〃

港 費 ク7α000
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＄"82,”‘779""0 J73､92000

荷 物 費 ､Z62Z9/g Z勇,664芋72z學,學率ki,627

雑 費 /JzZjz521秤鍍淳 Z〃.〃”3 ”2弓〈,α”

定水 管 300 Z名6” ユ3〃‘ ／72,2”

直接運 航寶計 死ﾌβ"6,'77 ､””9,”3河""q927 "87Z0"7

航 寶合計運 ､EZZ7Z,ZZg 37Z9946"|､j砿26汐a,"3グル334"7
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運 賃収入
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建造費，熱効率燃料慣格の鍵{勘職夢

算に及ぼす影響測景’
蓬利

蹴｜利益率の差

了
の

旦土-旦二且-:-:=‘“.ACAC-｡,g ､
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但し,-A及びCは夫々タービン船及ディーゼル船の支出
B及びDは夫々タービン船及ディーゼル緒の收入。ゼー

ル

支 出の内澤に
夕 謂

ディーゼル船の支出Cを100％とすると。 ギリ
ディーゼル綿タービン鋸

直接瀦愛<a)10.0%8.5%
間按通航識(b)60.0"54．5〃
直接灘料擬(c)21.0"17.5"

→運航饗その他(d)9.0"9.5"
計100･0"<@90.0"(A)

・收入116.0"(D)118.0"(B)
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第2図ターピンフ・ラントの熱効率が採算に及ぼす影響

Aの窒化

A="+bK,(1－β)+cK2z/"+d

タービン油価絡､,可､､〃

第3図燃嘱価絡の愛化が採算に及ぼす影響

α＝65％とすると

ぐ＝118/{103.3-60β〕－1．16

タービンプラントの熱效率が採算に及ぼす影響
、

α＝45％として〔第2図〕

．修＝118/{72.5＋350/刀}〒1.16

α＝65％として‐

〈＝118/{72.5＋505/職-1.16

、燃料費の謹化が採算に及ぼす影謹（第3図〕

〈＝118/{72.5＋0,39α}-1.16

α=亭ｲﾆ右端罐×100％
β＝ディーゼル船価一ダービz龍価

ディーゼル船価

？7＝タービンサイクルの熱効率

建造費の窒化が癖に及ぼす影謬〔第1図〕

α＝45％とすると

く＝118/{95..6-60β}-1.16
‐

一一一一一一_一

〔50頁より〕

水準よりはるかに遅れて居る。

f),中型貨物殻に適したヂーゼル磯関が作られて良

いのではないか｡比較的軽量且安価なものが出案そ
うである。米国の例を見ても2000～3000馬力級のヂ
ーゼル船が多い、

g),ヂーゼル船の最大の改善事項は壌関部重量を軽
くする事と価格を安くする事,取扱を楽にし修迦喪
を域す事であろう。大型船に対する減速装置附ヂー
ゼルはもつと考えられて良い犠だ。ヂーゼル船に対
する低質油の使用も又大きい問題となるであろう。

「附記」

1）．本文中磯関部容穣並に磯関部人員に就いて言及
しなかった。筆者の調べた範団ではその差異はヂー
ゼル鋸タービン船の綜合的経済性に大して影響しな
い様であった且賓料も不充分だったからである。何
れ更に良く確かめて見るつもりであるがそう大きい
影響はない見通しである。

2)．本文中色々な点読明不足であるが近く完全なも

のをまとめるつもりである。

3）．この調査研究の溌会と示唆を与えて下さった川

崎重工業様式会祗,造樫設計部原動磯課長安藤彦夫
氏に謝意を表す｡＝

4)．参考文献（第1表の文献は省略する〕
1．MarineE1ectricallnstallationsinSurvi"

ce&$TheMoterShip''0ct、1935･pP265-

266

2・米国舶用溌関の趨勢，造船協雑昭和13年

12月p32S.B&SRjune231938pp

807-809秒鋒

3."EconomicSelectionofSteamConditions

.forMel･chantShip・By.D・Macmillanand

M・Ireland.''S.N､A・MTransactionVol

56，1948

(jii崎重工業様式会祗造溌設計部〕
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Turbine船と

Diesel船の

比較参考資料

-18,000ton型Tankexについて－,|

Dies甲田amk唾と.毎回rも軍e否&皿k唾の歴劣比極
句

昭知26年3月

’
屯 や

Die型鰭Tmbine船 ｜傭要I額 目 簡要
戸画

30atx400oC

27at×385℃
8▽000SHP
6，500〃

12，000T、

180746K.T，
18，450T、

16，505Kエ

165×21．5×12

0.77〆

14．5

6,620

38

4

5

47

7

．10ヶ月

113，6，4

鶴帯.嘩弓燭

h1
ili

8,300BHP
6』500〃

12,000T.

18,217K.T
17，”9T，

16，812K.T6

165x21､5×,12

0．776

14．5

6'620

38

4

8

50

．6．6

12ケ月

109，183

一＝一一■■一一一■一一一一一一■■一一国一一

D.W.18,000ton型タンカーの穰関としてTurbine

とDieselの何れが適当か種々論議されているが，ここ

に掲載した蚕料は磯関の使用者である船会祗の実績によ

って得られたもので,Turbineが有利であるとの結論を

得ているが，使用者側のみた面として参考ともなりまた

批判の除地もあろうと思われますので掲載いたしまし‘た
×××．

(1)Tarkerの磯関は推進関係以外に重質油の加熱

油糟の掃除等多量の蒸気を必要とするから主棲をDie-

selとする時は別に比駁的大きいBoilerを侭える不利が

ある。号

(2)Turbine鰐の罐永はEvaporatorを使用する

のiで清水の持高はDiesel船と同量でよい。従って稜高

『厩減少はBunkerの差だけであるが,Turbine船は重
量噸数に於て優っているので(8,000HP濃関について

TurbineはDieselより約500tons以上軽い),結局積

高に於て一航海約300tonsを減少するのである。然る

に年間航海数はDieSe職の6.6航海<Tankerの荷役時
間は貨物船に比して著しく早いので,Diesel船に於け
る穫関手入，修理ガ貨物艘の如く荷役中のみにては完了
せず特に手入，修理のために碇泊時間を延長する必要が
ある）に対し7航海可能であるので.年間嬬遥量はTur-

bi:ze船は約4,500tons多くなる。

(3)Bunkerは現在ペルシャ湾稜で英噸当りFuel

１
１

１
’

一

初年麿經舘喪

－
１

’1，029，000，0001950,000.000露川鰭個

’ 兇
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嘩
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嚇
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４
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７
６
７
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４
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Ｐ
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123‘480，000

87.7940280

19，190，541

17，4ワ3，000

7，018．127

償却:定率12黙〕

金 利

剰駕磁鵲錘攝）
聡露賭圃ノ1.7認〕

店喪及雑蜜

掴
備
職
曇

’
254.975.948小一計

緯1畳{韻灘溌
椎珂脅

野誓"慧篭

236,150,4”

r,irbinを盟

蕊鳳沙
13‘351』872

14．000，000

2‘7“‘“1
20046‘781
1‘24＆043，

13･492，068

8.800,000

2,844,”0
10421，376
1,282‘226‘

艦
鈍

睡
賢

１
１

1ケ月￥‘118,4拍一
1ケ月ⅣW猶リ￥5”

計i33'409.347127,840'660、
ｆ
ｊ″

辮
頚

合断

'09ケ月陳励］ケ月鍾愛l
" 1a "|

263，991．152

24，219『37】
ﾛ－－－

｜
I

807，312

’
1，313

壼冨
1，3131D/W1噸蛍リ(1ケ〃二付）

|Ex¥3m.oo ’84_IC

(註〕（1）Am寅金<SM)は垂3ケ年据麗,､市銀分(5M)I23ケ年間に鐸償翫ろ‘
のとして金利を号解せり．（2）“費は釦fFMの平均を採る‐

夏鰯ペルシャ～日本間就就運賃探算表（1銑海一初年度分〉
は$12.25,Diesel$19.39はであるから一航海消費量

に於てTurbine船は628tOns多いが，外貨支払面に
茨ては約80万円少<，船舶経常費もTurbine船は船価

が安いから永久に低額である。ここて特に記すべきこと
は,Diesel船に於ては初年度のConditionを落さぬた

めに20年間平均して修理蜜を含む棲嘆維持菱は毎年500
万円多く見談る必要があることである。

(4)Turbine賂の工期は現在の所2ケ月早'､ので，
早期就航による蹴遥量2万噸，船主利盆7,000万円が得
られる。

16．543癖
寧

L/T

8,’41淵塵"風$‘5“eLIT收入之蔀｛ ｝
91．118‘844

駆常識’44,095,600137,943‘“41

;|、””｜，，‘‘"I…"|照霧亨噌辮鰕茎
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雷泄 愛
逗
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費‘職 賢
一」

1合 叶

堅副エ銃遜利益

聾？今年利益
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1

罰’250‘OOOI250,qpOl、_L,』
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(C)ディーゼル船と久一ピン船の優劣上醗

G‐

蓮職省船舶局賓料

貨物船も油糟艘も商船であって言わば一つの商売道具復興と船主経済の改善のための着実な方策となり得る力睡

であるから，これを運航して商売をする船主か．らそれをらである。、

造る造船所に脅して,安く，而もより多くもうかる船を老婆心乍ら附記しておきたいことがある。今後の新造
楚るように絶えず要求してくるのは当然である。この要船の船主が主機としてディーゼルを採用するか或は高温

望に応えるべく絶えず研究が行われて造船技術は順次発高圧タービンを採用するかは,直接溌関製造業者の受註
逹し，現状のような水準にまで到達したのだが，技術の量に重大な影響がある。がかるが故に，ディーゼル稜関

発逵は日進月歩で，今後も盆々発展して行くことである製造業はディーゼル犠関を，またタービン磯麗製造業は雲

､う。 、高温高圧タービンを夫々有 利 に 判 定 す る よ う な 索 握 附 会

造紹技術の発達は簡単に達成できるものではない。凡の議論を性々に'して行いがちである。然し，かかる洞息
て且〕技術がそう定あるように，造船技術も，造船技術者な手段は技術の進歩の前には蟷螂の斧に等しいもがきに

が不屈不澆の熱意をもって，造船に関する理論,実感過ぎない｡営業の故に技術はゆがめられてはならない。

実用，解析，調査等の研究を綜合的にまた反復的に行つ技術の進歩の程度を正確な数値を以て示して，その真実
て始めて発達するものである。そしてその発達の過程になることを保証するのが技術者の仕事であり，その識値
於ては常に烈しい議論が討わされる。よりよきものが生に基いて研究し優劣の判定を行って，何れを採用するか．

れるための生声である。 を決定するのが船主の仕事だからである。

第6次船建造計画の実施を契機として，外航大型鵬の
2．デオーゼルとタービンの長所－1

主磯としてはディーゼルがよいか，また高温高圧タービ

ンがよいかとの議論が涼溌に行われている。この論争は房イノーゼルヌは高温高圧タービンを夫々 主機としてい
造船技術発達の過程における一コマであり，そしてまたる船を，建造より採算計算まで凡てに亘って比駁してみ
造般技術の発達のために真剣に討議し，両者の長所及び”ると，お互に他に優った点もあれば劣る点もある。種々
短所を明確に把握すると共に，研究の方向とその必要性の点で比較すべきことがあろうが，船舶の通航採卵の面
に対する認識と努力を深めることが望ましい。 がら経済的に長所となっている点を概括的に羅列すると

、次のよ・うになる。
1．ディーゼルと高温高麗タービン､ （イ〕ディーゼル船の長所

軍繼，客船等の'ように超高馬力の機関を装備する高速 i.)有効貨物重量が多く，従って迩賃收入が多い。、

力の船にはタービンが有利であろうと言われているが,'ii)燃料消賀量及び義罐水消蕊量が少い。
現在日本で建造されている程度の大型外航船の主磯とし iii)機関室の長さが短く，従わて職貨容穣が大きい。

てはディーゼル磯関はタービンより遥かに優れていると iv)乗組員の数が少い。

いう考え方が日本の造船界，海運界を通じて一般的に信 （ロ）高温高騒タービンの長所

じられて疑われなかったようである。然るに，最近ター i)軽荷重量が少く，従って職貨重量が大きい。

ピンの漬温高圧化の研究が減溌に進められ，材質，ェ作 ii)タービン用の燃料はディーゼル用の燃料より価格

等の識極め難問題も順次解決されて漸く実用化の段階に が安い。

入って鏡b，また一方，ディーゼル磯関用のB重油の価”年聞の稼働日数が多く，また荷役中に磯関の手入
絡が暴騰し且つ絶琵量が不足してきたという事から，諾

瀞麓懸蹴皇寺間の"風数が薗くな紬の建造より採算まて綜合して考えれば，高温高圧ター
ビンの方がディーゼルより経済的に有利であるという意iv)建造価絡が安い。これで支出の面で大きな部分を
見が現れた｡髄に結祷な話である｡蝿に而も綿密に検占める船変が安くなり，現状の日本の海運にとって
耐を行って，真に高温高圧タービンが有利であるとの結は最も好都合である。
論を得たら，大いにタービン船が建造さるべきである。v)修理穀が安い。

それは蓮ﾙﾙ技術の進歩のための大きな前進であり，海蓮，以上のように失々 長所〔他の磯関では短所となる〕を
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本案では最も簡便な方法として，船型，主要寸法，所要

馬力等を同一とし主磯関のみをディーゼルとタービンに

入替えたとし，禄嬢は主援に対応して最良で且つ出来る

限り同一のものを装備するものとし，主磯が異ることに

よる船自体の相違を軽荷重量の差に鯉寄せをした。この

方法で大型貨物艦及び油糟船について次のような条件に

従い別表'[A]～[G]に示すように比鮫検討を行ってみ

た。即ち，

（イ)貨物船，油糟般の就航々 路，積荷は夫々 バンクー
バー及びバー･レン並びに小麦及び原油としへ何れも片荷

L

航海とした。

（ロ)建造価格はディーゼル船の方が大凡,割高とした。

（ハ)航海回数は，油梢船ではターピソ船が多く，貨物

船では差がないとした。これは，碇泊中の駿関の手入れ

にはディーゼル船はタービン船より多くの日数を必要と‘

するが，これに対して碇泊日数は油糟紹では少いに反し

貨物船では充分長いからである。
（二)燃料は夫々バンクーバー及びバーレンにて往復分

満載し，水は日本にて満載するものとした。

（ホ)減価臘却は定率とし，採算比較は初年度，ケ年に
ついて行った。

（へ)運賃，燃料代，その他は現状ベースで行った。

以上の仮定の比較では別表[G]で示すように年間利益

の点ではタービン船がより有利であるとの結果がでてい
る 。、

祷っている。然し結局，経済的優劣の判定の基礎は，よ

り少し咬出でより多くの收入をあげることであり，この

点からして両者の比較をする場合にば，建造価格の差，

航海回数と有効貨物重量の積の差及び消費燃料代価の差

の三つが最も影響の大きい要素である。

3．比較の際の注意

ディーゼル船とタービン船の比鮫の方法には色々あろ

うが，何れにせよ邇常行われているように，特定の大き

さ及び速力の船を膳定の航路に配船して採算結果を比鮫
するだけでは単に研究面の一点が得られるだけであって

極めて不完全である。ディーゼル船とタービン船の優劣

の差が極めて少く微妙な関係にある現状では，優劣比較

について或る程度の明確な像を画くには，大きさ，速力

及び配船航路を合理的に組合せた多くのケースについて

莞統的に検討を行って，研究の網を張ることが必要で，

両者の比較の研究は是非この線まで押し進めるべきであ

る。

更に組合せの一つのケースに淡ても，即ち特定の大き

さ及び速力の船を特定の航路に配船して比較する場合に

於ても，比較計算の際基礎となり且つ最も影響の大きい

要素の絶対値が経済情勢の変化に応じて敏感に変化する
ものであるから，この基礎的要素の絶対値として単に現
状の数字を使用したのでは比膨汐して一般性がない｡例
えば;基礎的要素の内でも有効貨物重量睡数,燃料消費
量,減価消却率,保険料率,金利等のように,経済備勢
の変化に影霧されることが少く，一応離舶に固有に定ま
っているものは絶対値として使用しても根本的な相違は
ないと思われるが,製造価格,燃料価絡,迦賃等のよう
に絶え榧化しているものは,単に現状ベースでおさえ
て松討したのでは現状には一応遁合するが，経済備勢が
変化すると直に大巾の変化を招来し，これが採算比較に
大きな影響を及ぼすからである。従って，これらの変化
し易い基礎的要素の数値が変化するようなことがあって
《比較計算が容易に判定できる研究が望ましいことであ
る。

4．具鵲的比較計算例
、

ディーゼル船とタービン船の具体的な比咳の方法には

種々 あると思う。簸も好ましい方法としては,船の建造
の一般常識に従って，職賀重量，航海速力及び配船航路
を同一にするような最良の設計によるディーゼル船とタ
ービン船を比鮫することであろうが，斯くの如き方法に

よると，船型，主要寸法，軽荷重鐙，所要馬力，燃料消

費量等の関係の究明が複雑困難となる欠点があるので，

'

5．ディーゼル機關の對策

最近イギリス等の先進諸国では高温高圧タービンの発
､

達lご対応するディーゼル穫関の対策として，デイ－だル

溌関にプュリラアイヤー及びクラリフアヤーを設備し

>CB重油及びC重油を混焼する研究が行われ実用化さ

れている。ディーゼル磯関にこの方法が採用されて,B

及びc重油が夫々半分宛混焼され'消費量が5%増加す］
るとし，その他の条件を同様と仮定すると別紙[A]~

[G]に示すように，貨物船では僅かにディーゼル船が有 I

｜
利となるが油糟船では依然としてタービン艦が有利であ

る。
1

6．一般比較計算例
へ

前述したように，建造･価絡，燃料価絡及び迩賃は経済

傭勢の変化に応じて絶えず変化するものであるから，別

表[A]～[G]の計算例のように現状ベースで比較した

だけでは一般的に通用しない。従って此等3つの要素が

変化した場合でも容易に優劣の判定ができる方法を求め

ておくことが望ましいことになる。今これら3つの要素

－63
、

ク

、
一

ー
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を変数にして，採算計算を行うと’大型貨物船についてておけば，‐ﾏ般式及びノモグラフを利用する船主にとつ

は別図1上段の一般式を得る。ノて大凡ディーゼルとタービンの比較を行う場合の有力な
ノモグラフの利用方法を説明すれば，別図に於て，第・参考賓料となり，更に斯くの如き図を系統的に研究する

4項で計算した実例を取ってみると’ことに依り優劣比較の網を画くことが出来るわけである

建造船価の差d=8(a点）
7．結び

運賃lx45 (c点）

B重油の価格FB=27.61(b点）以上の研究に依って明白のようにJ･ディーゼル船と夕

C重油の価格FC=14.91(d点）．一ピン船との優劣は決定的に断定を荻せるものではなく
a,b,c,dの四点を夫々 d,FB,x,FC蕊上の目盛て，そのときの経済情勢の変化に応じて定まる．ものであ

に対応する点にとり,ab及びcdと補助線γ1及びγ,とる。かかるが故に相当程度の経済傭勢の変化による基愛
の交点を夫々 e,fとし,efとγ線との交点をgとす的要素の変化の範囲を想定して，如何なる条件の許でも
ると"9点の示す目盛がγ即ち年間利益の差額を示すこ容易に優劣の判定のできる研究をしておくことが望まし
とになる。また，年間利益の差が零となる場合，即ちデいことになる。本案はこの趣旨に沿って断片的に研究分
イーゼル船とタービン殻に優劣のない場合建造価格の差野の一点について単に考え方の一例を示したに過ぎな
がどの程度であるかを逆算する場合には,γ線上の零点い。
hとfとを結び補助締莎1との交点をkとし,kbと．今後船主が現状及び将来の見壷しの許に最も経済的な
線の交点を1とすると,1点の示す目盛がこの場合の建船を建造するために，造船技術の着実な発達を助長する
造価格の差となる。別図2についても利用方法は全く同ために，また,造船海運政策を樹立すきための基礎を固
様である。めるためにも，このような系統的研究を船の稼働期間の

斯くの如く，一般式及びノ壬グラフを船の大きさ，速鐸関に亘って真剣に行っておくことが是非必要であるこ
力及び就航々路の合理的な組合せについて算出し作図しとを狸調しておく。

｡

[ A J 要目比較表
》､

夕

、

。

～

〆
７

ノ

’ 一ｰ｜貨 物 船 ｜油

’
糖 船

1項目 備考

|…ｰテｨｰゼﾙ船｜タービン船’
1（1）長×幅×深(米)140.0．×19.0×15.0同左

|鰯瀧繊’
8.350〃

0．686〃

|（4）満載排水睡数(趣〕15,629．〃
|〔5）総噸数(噸）約7,500〃

ディーゼル qタービン〔6〕主磯
27kg/cm2385｡C

（7）罐′‘ドンｷー 雛'基2噛幾勤務C
l〔8〕馬力(最大蓮繊)8,00卜8柵'7,500~8,00○SHP

〃（航海叉は経済)6,599WE""､6,59HE
(110RPM)(110RPM)

|〔6〕速力(満載航海）16･節同左
速力(胸荷航海）17．0〃

．α0〕軽荷重愛(砿）5,6565,351

1:篝篭"脚鐵灘…悪≦

テｲー ゼーﾙ総｜タービン総｜'”＝｜
／

1",ゞ“繍織“
163.0×21．6×11．

9’289．5

0.770

2 5 ， 8 1 4 〃

約ユ2,000"

ディーゼルターピンノ
27kg/Cm2395｡C

ギﾝｷー 謡1基3確鶴凰瀞c
8,000～8,500、7,500～8,000

B H P . S H P

6,500BHP6,500SHP
(110RPM)(110RPM)_

1 3 . 5 節 同 左
14．5〃

7,3156,955詳細[B]－

18,495＝18，857

。（16,989〕
ユ7,045169219、

ンスタント
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〔71
67

2〕 ヘ
ノ
ヘ
ノ

９
３
戸
４
０
６
０

９
－
７
５
ワ
ー
０
５

２
１
１
１
５
４

９
〃

〃
Ｊ

ｏ
１
ｌ

１
１

ｒ
、 別祇[C]

〃

〔ロ)燃料（感 ）

（ハ）水（睡）

（二）コンスタント(睡）

（ホ〕小計(硬）

〔13）載貨容穣(M3)

(14〕磯関室の長さ

〔15〕貨物慰数

〔16〕穣附係数（小麦）

2,112

428

100

8 1,235

339
』

80

201

咄
。
●

11

、
ン

４
７
３

〔1．02
99 2，640

－

1,654

16,014(同方）

ず、22.90m

12，200

同左

ﾝ）16,704(グ

21

1

レー 曽、 、

一

.50m

2j750

1．31

一
一

’ ｜
』

(註）拙誕内の数字はブユリフアイヤー及びクラリフアイヤーを設備した鶴合を示す。

、

.[BJ輕荷重量勉数内謹表

－2

＝

船

タービン船

3，379

ユ75

727

船’貨、 物

ディーゼル船

3，379

175

727

171

－1，086

554

161
"

一 124
，

46

24

86

91

48‘

、

70

5，656．

油 槽
項 目

必

（1）船殻、鋼材
●

（2）船．殻木材

〔”蟻装

（4）甲板磯械

（5）磯関部重 量

（イ）主磯

′（ロ）軸プロペラ等

（ハ）補。．綴～

（二）溌

（ホ）廼路煙突

（へ）諸 管

（卜）雑

（6）機関部水及一油

ノ”(イ）油
（ロ）水

（7）電気艤装

（8）計一

勺

沌
が
、

４

○
Ｗ
眠
侭
碑
勺
赴
－

０
５
０
８
４
０
３
０
０
４
０
０
５
０
５
０
５
一

ン
釦
８
、
８
８
１
８
０
８
１
，
５
０
６
５
２
３
４
”
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７
２
１
１
１

１
一

タ

ピ
５
６
’

一

も
『

夕

望

■
０
■

申

ディーゼル船

5，200

85
夕

700

88

1，146

553

100

200

99

17

95

82

40

60

－7，319

～

171
、琴

804

210

144
ノ

70

180

50

90

60

甑｜

懇

35

40

5，351
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０
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Ｈ
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[G]航海日数及.所要燃料表
一

し

づ
。
■
■
Ｉ
■
８
１
■
■
Ｄ
０
ｂ
Ｆ
Ｌ
■
▼
、
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅸ
０
１
１
０
１
０
，
１

｡’
船…’

物
．
↑

艦
フ
フ
，

む
し
１
－
〈
Ｕ
Ｒ
〉
〈
ｚ
（
ｚ
《
０
局
）
５
》
《
Ｕ
・
ｎ
Ｘ
Ｕ
戸
ａ
《
Ｕ
琴
只
〉
易
一
《
Ｕ
へ
り
《
０
０
》
《
Ｕ
》
ａ

ロ
０
〃
ク
『
０
｛
。
■
●
●
●
●
■
●
■
■
●
の
●
●
ｐ
●
■
。
《
叩
く
〕
○
八
一
一

ゼ
β
塑
加
、
２
５
３
１
羽
一
町
お
汚
和
”
沁
銅
屹
哩
”
３
。

１
１
８

－
４
．
⑯
６
Ｑ
１
く
４
３

貨
イ

ヘ

ー
テ

油槽船
、

項 備 考

タービン船1テｲーゼﾙ船
4，311、6，620

24．042．5

10． 6 1 9 ． 0

皿.220．5

2．23．0

15．08．0

13．52．0

1 ．5、6．0

39．0‐、50．5

（1,181〕
1，1611，125

〔178.5〕
310、ユ70.0

（27.8〕
48．426．5

75．048．0

678.0315.0

.288.012，0

390.0303.0

330330

8．456．54

’タービン船’
6，620

42．5

19．0

20．5

3．0

5．0

2．0

3．0

47．5

’
〔1〕距雛〔片道）･(浬〕

（2）航海日数（日）

（イ）性路（日）

（ロ'）帰路（日）

〔ハ〕蓑術（日）

（3）碇泊日数(日〕

〔イ）積及び揚荷（日）

（ロ）蓑備（日）

（4）1航海所要日数（日）

（5）燃料消費量
〔航海中)(T)

（わ毎時馬力当り(9)
夕

（ロ）1日当り(T)

(6)燃料消費量(碇泊中ﾊT)
〔7〕永渭変量(T)

（イ）義確水(盃〕

（ ロ ） 溝 水 ( T)

〔8〕年間稼働日数（日）

〔9〕年間航海度数(日）

夕

←

ディーゼルB重油
タービンC重油

2,,058.0
あ

310

４
０
０
０
０
０
》
ａ

。
■
。
。
。
３
９

８
４
戸
、
０
５
⑨
。
・

４
５
』
０
７
８
６

８
５
２

一

C重油

’

12T/D

10T/D
6T/D

タービン

貨物船
油槽船

ｒ
』
■
■
ｑ
■
■
■
〃

〔註〕括弧内の数字はフ・ニリフアイヤー及びクラクフアイヤーを設附した場合を示す。 、

[D]定傭賓等

‐貨物船 油柵

一

船
I

▲
Ｉ
Ⅱ
０
．
０
■
１

1 ’項 目 傭 考

ディーゼル船タービン船ディーゼル船 |ﾀーﾝ熊● 一

｜
’

)｜

’
〔1〕乗出船価(円

（2）裸蹄船料

（イ〕償却

（ロ）金利

（ハ）保陣

（二）船税

（ホ）店費及雑費

（3）船舶経斐
（イ）船員費

680,000,000

163,356.080

74,120,000

600,000,000

'“'霞6,880
65，400，000

1,085,000,000

268,060,246

130,200,000

1,000,000,000

284,123,113

120,000,000
耐用年数定率

貨物船20年10.9％
油槽船ユ8年ユ2.0％，

見返，市銀50％宛
見返7.5％市銀10.95%I

紹泳100/115*1.78/100
船費15/115率1.09/100

1
税率0.8％

貨物船80円/D.W×月
汕糟雛60円/D.W×月

豆 62.730,000 100,091,250 92,250,00055，350，000

０
０
０
０
０

０
０
８
２
２

０
０
０
６
７

Ｊ
分
り
３
Ｊ

”
如
漣
齢
誕

４
４
５
０
３

，
〃
，
，
，

１
５
９
７
２

１
２
１

６
０
０
’
６
０

９
０
０
８
０

１
０
８
０
４

３
〃
，
３
Ｊ

８
０
０
６
０

０
８
８
６
』
ひ

３
６
７
５
５

，
，
、
，
，
〃

８
８
０
３
３

１
１
３
１

叩
的
帥
鋤
釦

０
０
８
３
９

，
，
，
，
〃

０
０
６
２
３

４
０
６
》
○
９

１
８
８
６
１

〃
〃
，
９
，

０
４
９
１
２

１
２
１

８
０
０
４
０

１
０
０
』
ａ
０

９
０
２
６
１

３
２
Ｊ
３
Ｄ

３
０
９
７
』
ａ

７
０
９
４
８

８
０
９
４
６

１
９
Ｊ
Ｊ
７

６
８
０
８
３

１
１
２
１

9

’ 詳細[E]及び[F]

’
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’
’

一タービン飴かデイ,一ゼル船か一二

’
船体500円/G.T.
デイーゼルユ,000円/HP
タービンユ00円/HP
ボイラー250円/HP

貨物船25円/DW×月
油槽殻22.5円/DW×月

5.7円/DW×月

I

11,750,00016,375,0001114,.000,000 5,0008，62(ロ）修理費

５
９
７
３
，
７
２
１

４
０
６
９
９
７
８

６
９
７
０
７
３
．

Ｊ
〃
〃
３
２
３
３

３
３
０
８
２
１

８
５
７
３
４

８
２
５
８
１

１
２
２

Ｊ

４
１
６
５
．
＄

７
２

２

（ハ）船用品費

（二）運航附帯費

“〕合計

（5）330日稼働
ユ日経変

（6）〃
エ月経麹

(7)D/W当り(1ケ月）

(8)Ex¥360.00円

2,991,帥03,083,皇00

歩

、

190,422,710‐ユ67,209,200

577,039506,694

17,31ﾕ,ユ5515,200,836

ゞ1，7361，479

＄4．821＄4．11

確
皿
華
唖
，
硴
睡
塑

刀
Ｐ
３
ｒ
●
〃
・
刀
吐

妬
羽
鋤
型
即
１

７
２
６
９
４

９
Ｊ
Ｊ

ｒ

４
１
虹
”
＄

３

｜
’ ’

回．

～ ~

EE]乗組一員数、

l｡"| 船｜油霜，船｜"≦‘‘貨 物

．

一｜傭 考

ン船デイーゼ タービン船ダービ デイー

０
｜
■
▲
Ⅱ
０
，

財
。
』
岸
ｂ
ｎ
Ｉ
ｈ
Ｌ
９
・
Ｉ
・
■
Ｄ
Ｆ
０
Ⅱ
○
則

■
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
卜
ｂ
ｌ
ｌ
ｑ
４
Ⅱ
０
Ｈ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

■

１
１
１
日
Ｉ
‐
■
１
１
１
１
‐
４
１
１
１
‐
Ｏ
ｐ
ｌ
ｈ
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
■
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
０
口
’
１
Ｊ
８
１

町

１
１

Ｆ
『
“
ｑ
ｑ
■
■
Ｈ
Ｐ

０
９
』
」
Ｌ
８
ｒ
Ｌ

１
１夢

’
ｰ

－69 － －

、

ダ

(1)士官

船 長

航一海士

磯関長

機．関士

邇信士

事務長員
■も

船医

〔幻属員

(イ）甲板部員

甲板長

織医

甲庫手

操舵手

甲板員

(ロ)磯関部員

操磯長

溌庫手

操膜 手

操確 手

駿関 賞

〔ハ)司厨部員

司厨長

調理手員

司厨手員

(3)合計

６
１
３
１
５
３
２
１
８
５
１
１
１
４
８
５
１
１
８
０
５
８
１
３
４
４

１
３
１
１
５

や

｡

10
、

５
１
３
１
４
３
２
１
９
５
１
１
１
４
８
６
１
１
３
３
８
８
１
３
４
４

１
３
１
１
．
．
５

一

■

ヨ

６
１
３
１
５
３
２
１
認
型
１
１
１
４
７
２
１
１
５
０
５
６
１
２
３
８

１
４
。

１

ら
り
４

●

■
令

５
１
３
．
１
４
３
２
１
誕
狸
１
１

１

１
４
７
型
１
１
３
３
６
６
１
２
３
９

１
４

』

電気技師
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[ F]乗組員給
一

蝿
一一

ウ

’－－墓目 ｜油
I

槽

｜属

物 船 船
項

|士

|’:薑！
h-22,640

官｜属
1

｜士官員 員

Ｊ

糧
計く

月
食
雑

ブイ
乗
組
員

く 給
費
費

０
０
０
０

１
０
２
ウ
Ｊ

３
４
５
２

２
９

３

０
３
４

１
１

18j500

3，500

1，500

23,500

13,500

3，500

1,500

18,500

一
一

今

写

’

|(碁 月
食
雑

〆

給
菱
菱
》

Ｊ

糧
計く

14，510

810

380

15．700

ｴ4，300

800

1．200

16．300グ

０
０
ぞ
０
０

８
１
８
７

９
０
３
３

Ｊ
７

１

８
１
０１

０
０
０
０

０
０
０
０

８
０
２
０

〃
Ｐ
，
７

１
１
１
３

１
１傭

員
ダ

〔ﾊ〕｜比率
1

1 4,050(25%)|ユ,560"%)|‐ 6,175(25％)’1,850(15％）

|(二〕'|・合計26,"。 ’
｜

’ ’－20，450
－－函

15，790 29,675

⑤

[ G ] # 算

貨物雛

|テｲーゼﾙ総｜タービン船
備 考

も

油槽船
項 目

デｨーゼﾙ贈｜タービン船
〔96,694,592〕

46,589.60097，013，322

〔53,543,296〕
27,250,47754,765,530

ﾕ9,761,087“,157,960

（6,274,612〕
6,066,0327，495，013

40，68022，050

11，600103,000

870,000,250,000

（555,994）
93,1391557,827

I

’|〔'〕運賃收入

〔の運航諾経饗

I（ｲ）経常費

|I（認謹鶏'含‘ず〕

フ
ブ
う
う

畑
皿
鋤
繩
皿
唖
岬
皿
抑
岫
碗
蝿
碗
蝿
姻
皿
細
蝿
聴
翠
岬
一

，
，
，
？
Ｊ
Ｊ
９
７
Ｊ
７
１
Ｊ
，
，
ｊ
〃
．
，
７
２
Ｊ
，
一

調
蛇
沌
哩
“
鰹
鈎
塑
沌
知
卯
卵
孵
卵
慰
如
詔
”
理
知
翠
一

３
４
６
９
５
８
９
８
〆
Ｌ
ｒ
、
１
１
６
５
１
７
１
－

２
Ｊ
，
Ｐ
３
１
３

鋤
＆
＆
＆
為
一

８
８
８
９
２
４
５
．

“
製
α
２
２
〆
に

Ｑ
１
ｍ
巧
《
一

〆
１
＋
一

小麦15弗/感
原油15.81弗/砿92,312,060

48,794,646

39，809，418
バンクーバパーレン

B、27．61ユ9．39
℃、14.9111.55

貨物船.60円/聴
油糟船70円/通

一

7,949,2“
一／

59，850

12，000

250,000

（ハ）水代
り

i(二）油滑油裁

，（ホ）港薮

’（ﾍ）運貨保険

（ト〕手数料

1'tﾁ）外航手当

｜（リ）雑麹

i(3)差引’航海利盆

|〔4〕1ケ年利盆

～

内地150,000

貨翰船0.2％
油糟船0.575％530』794

寺

183,320

43,517,414

０
の
２
の
０

’
８
９
９
７
６

一
一
称
地
坤
哩
岬

１
１
２
２
３

３
Ｊ
，
〃

３
２
２
６

４
４
８
７

〆
Ｌ
２
２

く
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－

９
０
０
３
５
３
一

理
“
“
魂
廻
卵
《

〃
，
，
，
ｙ

Ｑ
々
Ｌ

３
４
０
８
４
３
－

９
ャ
４
１
６
９
《

１
１
３
４
お
一

分

２

９
＃
３
６
垂

１
ｍ
十
一

0.2％

80円/航海日数

10円/D.W

’

’
I

ブ
｜

岬
碑
鍛
一

蛉
詑
錨
一

４
２
１
－

３
，
２
ム

２
０
６

訓
畔
枢
．
一

(5)両者の差
イ
ーエー一二一一一一一b一一a二一一－一一一一｡

I

■q■ー一■PIP巳号

(識）括弧内の数字はう．ユリフアイヤー及びクラリフアイヤーを使用した場合を示す。

’
一

－70－

上

I

＝

.一‐－－上．_一.‘
－－ー－



、

、

－

- - --

、
己

〆

1

’、

~

一新造賠エ事月報一

新造船工事月報 迩轍省船顕局

〔5月中に報告のあったもの〕
〆

起 工 船
‐

賠主｜総噸数|磯関｜馬力一
日本海汽船79000T5,000

新日本海蓮5,000〃3,600

共栄タンカー12,000D7.000

森田汽船12,000〃〃

日本郵船7,550〃8,500

新日本汽船7,0 00〃5,525

飯野海運7,600"8,300

山下汽船7,100正、6,000

山木へ汽職7，150〃4,50O

宝幸水産220D430

川嬬汽船‘7,000〃7，§00
三反汽船95〃28O

三 井 船 舶 6 , 750"8,000

馬 場 汽 船 7 , 200〃4,15O

三 井 船 舶 6 , 750〃8,000

大阪商船9,100〃5,000×2

〃9，100〃〃.、、

三菱海運7,250"5,000

清水次郎七- 5 5 H 1 4 0

日 産汽 船6 .900T41000

中央汽．船4,750〃2,600

束邦海運6,900D4,700

大同海蓮7,100"5,000

日本郵奪船7,550〃4,300×2

束 京 船 舶 7 , 150〃5,00O

飯野海運7,550〃4,300×2

関西汽般4,700T3,200

四、国．70

日鉄汽船－6,250D5,000

八馬汽船6,350T4,800

三 菱 鉱 業 45

〃〃

|用途｜起工月日｜総番
7次ユ97

〃469

〃467

〃468

〃782

。〃3695

〃3696

〃3694

〃716

－ユ35

7次815

－54

7次566

〃568

〃567

〃845

〃844

〃847

、造船所名

函一館(函）

播 図

〃

〃

束日本(鱗）

日立〔因）

〃

〃（桜）

石川島

金指

川 崎(刺）

』綴浦

井

〃

〃

｜中日本(榊）
〃

〃 ．

，楢、崎

日本鋼管(鶴）

西日本(広）

〃

〃（長〕

〃

〃

〃

佐 野安

’四国

浦 賀

〃

渡 辺

〃

、
貨
〃
油
〃
賀
〃
〃
〃
〃
・
漁
貨
客
貨
〃
〃
〃
〃
〃
漁
貨
〃
〃
〃
〃
〃
〃

今

一

口

４
５
２
１
０
２
５
３
２
８
０
５
２
２
５
０
２
６
０
３
１
１
１
４
５
２
５
４
２
８
２
１

２
２
２
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２

５
．
乱
ふ
ふ
５
ａ
５
恩
、
乱
詠
ふ
ふ
風
乱
５
５
ふ
ふ
４
５
Ｊ
乱
ふ
ふ
ふ
ふ
５
息
ａ
ａ
＆
ふ
ふ

●
争
●
●
●
一
、
■
ロ
今
一
。
⑪
口
。
●
■
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
⑧
●
①
■
●

６
．
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

’ 、

’

７
３
４
３
４
５
６
１
４
６
７
０
１

９
０
０
２
２
２
２
．
１
》
Ｃ
⑨
Ｕ
⑨
Ｊ
８
８

６
１
１
４
４
４
４
１
３
６
６

１
１
１
１

睦
遥
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
｜
域
〃
一
一

一

一″
雑
蛍
〃
雑
〃 ！

、
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一 般の科〆学一

進水 船 〔5月中に報告のあったもの）

’造船所名｜船番

鬘永鼻｜患
東日本(七）34

、

〃 35

日立〔向）369 1

関一門122

鋼管〔鶴）695

〃 696
一

西日本(広)H,100

〃(長〕〈躍〕
〔6次〕

大阪75
塩山B,106
浦賀OII)633

渡、辺76

山根5 5

月泊’’ ’ 竣工溌定年月日’酷．主総噸数
一

海 上 保 安 庁 ’ 4 3 0

太洋漁業450

富山県25

山形県10

海上保安庁430
五十鈴海運12O

海上保安庁245

〃〃

駕鳥灘藷:：
〔束竜丸〕200

シ治ｬ物雷27
海上保安庁245

愛媛県45

川 崎 製 鉄 8 5

癖
一
Ｄ
〃

馬力

・650×2

2，000

睦
一
雑
漁
雑
〃
〃
油
雑
〃
貨
〃
雑
詑
雑
〃
〃

｜
恥
郡
泌
調
泌
泌
泌
塑
塑
沁
泌
《
恥
郡
沁
恥

水進

１
１

』一

６
２
，
６
０
５
６
０
８
６
３
０
１
７
ｍ
虹

２
２
２
２
２
１
２
２
１
２

●

●
●
■
●
●
●
●
●
も
▽
●
■
●
・
●

５
５
５
５
５
４
４
５
４
５
５
５
５
５
５

26．7.末

〃

’
Ｄ
〃
〃
″
Ｔ
Ｄ

650×2

210

400×2

〃

2，600

5,000

末
上
中
・
下
末

与
●
●
●
、

７
６
６
７
７
〃

●
●
●
●
●

６
６
６
６
６

疹
一
２
２
２
２

ｒ
Ｉ

1

Ｄ
〃

210

400×2
●
●
。

６
６
６

２
２
２

下
末
下

●
。
●

６
７
６I

４

ー

14,207総噸計 1 5 隻

１
４
１

竣エ船 (5月中に報告のあっもの）

馬力｜用途|竣工月日
雑‘26．5．20
〃26．5．6

7,000Mil267》00026．5．25

380漁26．5．15

37．5雑26．2．28

1,000職(貨）26．5．15

雑26．5．24

〃26．5．31

〃26．5．21
超一‐._-－－■

計 9隻 14,050総噸
二一一

P

b

“蕊{蕊；撫蝉共〕
溌約者に限り売価95刃として精葬致し燕約金切の際は御通
知します。

議約購讃案内種冷の都合で市販は極く少歎に限ら

ｵでますので，本誌確保御諦望の方は直接協會宛御申込み
下さい。バックナンバーも備えてあります。h

■

■

０

Ⅱ

Ⅱ

０

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

１

１

１

旧

１

１

川

１

？

ｊ

ｄ

ｌ

ｒ

ｌ

繍蕊調胡騨(鯉識搦鵠）
本号特価100m

＝

纒集兼發行人田宮眞

印刷人秋元馨
、

東京都千代田麗耐I田神保町1ノ40

遜鐵省船舶局溌修
造船海迩綜合技術雑誌′船の科

禁鱒戦第4巻第7號(No.

｜
發行所船舶技術協雀

東京都港歴麻布霞町19
振替口座東京70438
髄話赤坂“）47“

學

33）
ド

’
’

－－＝72－－

、
p

一

～
一 一 一 ▲

F－ 一一

５
４
３
３

5次3676

３
８
３
３
１
８

５
３
５

７
７
５

｡
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無線電信装

無 線電 話装

方向探知

警憲自動受信

置
置
機
機

精密へテロダイン周波計

陰極線オシログラフ装置

船内指令通信装置

蕃急信號自動電鍵装置

芝浦電氣洗濯機

レケトリ･ソウ牡製レーダー米國ゼネラルエレク

東 京 芝 浦 電請棉弐雪祇
本社川崎市堀1I1町72電話lll崎2571～5(技術員駐榊

支就東京･大阪･禰岡瞳業所札幌･仙台‘金津･名古屋･廣島‘松山･小倉出張所機須賀･新渇 1性
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電氣ウインチは
スチームウインチに比べて

☆動力の消費，損失が少い

☆一時的な過負荷に耐えます

☆機器の能率が良し、
☆昔響，振動が少い
☆清潔で縦装簡単です
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東京丸ピル･大阪阪ii'l'ピル・猪古屋職小路通・淵岡天耐'l'ピル

札幌南一膝・仙台東一番町・富山安住町。慨島袋町 三薦電機柿議書耐
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脚調標準2KSL型
榊声簑釧所
脚戸市琢合麗脇濱町1の36

束京都千代田厘有蟻町1の12(日比谷日本生命館内）
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